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１－１ 沿 革 
 






 さいわい、1962 年第 40 回国会において、これに要する予算が認められるとともに国立学
校設置法の一部改正を見るに至り、同年 4 月 1 日から発足したものである。開設当初は、
まず産業構造、比較産業の 2 研究部門を以て発足し、1964 年には地域経済、資源経済の 2
研究部門が増設され、また、1966 年には計画経済、産業統計の 2 研究部門が増設されて 6
研究部門となった。さらに 1977 年 4 月には環境経済研究部門、1979 年には比較経済体制研
究部門、1981 年 4 月には現代経済分析研究部門（客員）がそれぞれ増設された。また、1983
年 4 月には比較経済分析研究部門（外国人客員）が増設され、1993 年 4 月に国際政治経済
研究部門（外国人客員）に改組された。 
 1986 年 4 月には、客員部門を除き、既設の 8 研究部門を、数量産業分析、経済計画、資
源環境、比較経済の 4 大研究部門、12 研究領域に改組、1991 年 4 月に研究領域が増設され、
13 研究領域となった。その後 1994 年 4 月に資産経済研究部門が増設され、5 大研究部門 15
研究傾域となった。2000 年 4 月に金融工学研究センターが設置され、2001 年 10 月には野
村証券グループの寄附により「応用金融工学寄附研究部門」（2004 年 9 月までのところ更新
され、2007 年 9 月まで）が開設された。また、2002 年４月には経済計画研究部門を複雑系
経済研究部門に改称した。 
2004 年 4 月には５大研究部門１センターを経済情報解析、経済制度、公共政策の３大研
究部門と金融工学、複雑系経済の２研究センターに改組すると共に、東京分室を開設した。
2005 年 7 月には先端政策分析研究センターが設置され、また、2007 年 4 月には日本漢字能
力検定協会の寄附により「教育経済学研究部門」（2010 年 3 月 31 日まで）が、同年 10 月に
は野村グループの寄附により「伊藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）数理ファイ
ナンス研究部門」（2010 年 9 月 30 日まで）が設置された。 
2008 年グローバル COE（慶應義塾大学連携）プログラム実施に伴い、8 月に連携連絡ベ
ースとして東京分室内に東京（丸の内）オフィスを開設、9 月に教育・研究実施ベースとし
て東京（三田）オフィスを開設した。 
 研究所の建物は本部構内に鉄筋コンクリート 3 階建延ベ 2,241.8 ㎡が経済研究所建築後援
会からの建築寄附により、1965 年 5 月書庫とあわせて新築された。 
 その後、1981 年 4 月、同本館建物は所内の全面改装と併せて 4 階部分が増築、また、平
成 9 年度には営繕により地下部分が改修され、4 階建て延べ 3,150 ㎡の面積を有することと
なった。 
 2008 年 3 月附属図書館別館が耐震改修工事を終了し、新たに経済研究所北館として引き
渡しを受けた。 
 また、同年 12 月には、工学部総合研究 2 号館 4 階南側 816 ㎡のフロアを研究室・講義室
スペースとして引き渡しを受けた。 
2009 年 4 月には、公共政策研究部門を経済戦略研究部門に改称した。 
2010 年 4 月には、附属金融工学研究センターが、ファイナンス研究部門に改組され、ま
た、「先端経済理論の国際的共同研究拠点」として、共同利用・共同研究拠点に認定された
（2016 年 3 月まで）。さらに、連携ユニットとして、「統合複雑系科学国際研究ユニット」
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（2015 年 3 月 31 日まで）が新設され、生存基盤科学研究ユニットにも参画することになっ
た。 
2011 年 4 月には、附属先端政策分析研究センターが部局内措置となった。
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１－２  年表、歴代所長、名誉教授 
 
年  表  
1962 年 3 月 昭和 37 年法律第 36 号の公布により、国立学校設置法の一部が改正され、
経済研究所の京都大学附置が決定される。 
1962 年  4 月 経済研究所が創設され、産業構造及び比較産業の 2 研究部門をもって発
足する。 
1962 年  5 月 京都大学本部構内に事務部を開設する。 
1962 年 12 月 京都大学経済研究所建築後援会が設立される。 
1963 年  8 月 左京区吉田下阿達町仮建物に移転する（研究室の一部は西部構内に存
続）。 
1964 年  4 月 文部省令第 10 号により、地域経済、資源経済の 2 研究部門が増設される。 
1964 年  7 月 前記建築後援会による新館建築が着工される。 
1965 年  5 月 新館竣工し、建築後援会より引渡しを受ける。 
 新館に移転する。 
1966 年  4 月 文部省令第 24 号により、計画経済、産業統計の 2 研究部門が増設される。  
1968 年  4 月  産業構造、資源経済、産業統計の 3 研究部門が実験部門となる。 
1972 年 10 月 創立 10 周年にあたり記念パーティーならびに所内において記念学術講演
会を開催する。 
 創立 10 周年にあたり記念パーティーならびに大阪・朝日新聞ホールにお
いて記念学術講演会を開催する。 
1976 年  4 月 地域経済研究部門が実験部門になる。 
1977 年  4 月 文部省令第 15 号により環境経済研究部門が増設される。 
1978 年  4 月 計画経済研究部門が実験部門となる。 
1979 年  4 月 文部省令第 12 号により比較経済体制研究部門が増設される。 
1981 年  4 月 文部省令第 12 号により現代経済分析研究部門（客員）が増設される。 
 本館研究棟を 4 階建に増築した。 
1982 年 11 月 創立 20 周年にあたり大阪府立文化情報センターにおいて記念学術講演会
を開催する。 
1982 年 12 月 創立 20 周年にあたり所内において記念学術講演会を開催する。 
1983 年  4 月 文部省令第 11 号により比較経済分析研究部門（外国人客員）が増設され
る。 
1986 年  4 月 文部省令第 19 号により、数量産業分析、経済計画、資源環境、比較経済
の大研究部門となり、12 研究領域に改組される。 
1991 年  4 月 1 研究領域が増設され、13 研究領域となる。 
1992 年 10 月 創立 30 周年にあたり経済学部において記念講演会を開催する。 
 創立 30 周年にあたり豊中・干里ライフサイエンスセンターにおいて記念
シンポジウムを開催する。 
1993 年  3 月 比較経済分析研究部門（外国人客員）の時限が到来した。 
1993 年  4 月 文部省令第 19 号により国際政治経済研究部門（外国人客員）が新設され
る。 
1994 年  6 月 文部省令第 24 号により資産経済研究部門が増設され、5 大研究部門 15 研
究領域となる。 
2000 年  4 月 附属金融工学研究センターが新設される。 
2001 年 10 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が新設さ
れる。（2004 年 9 月 30 日まで） 
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2002 年  4 月 国立学校設置法の一部を改正する法律により経済計画研究部門が複雑系
経済研究部門に改称される。 
2002 年 10 月 創立 40 周年にあたり京都市国際交流会館において記念シンポジウムなら
びに記念祝賀会を開催する。 
2002 年 11 月 創立 40 周年にあたり東京・学術総合センター（一橋記念講堂）において
記念シンポジウムならびに記念祝賀会を開催する。 




2004 年  4 月 経済情報解析、経済制度、公共政策の３大研究部門と金融工学、複雑系
経済の２研究センターに改組される。 
 東京丸の内に経済研究所東京分室が開設される。 
2004 年 10 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」の設置期
間が 2007 年 9 月 30 日までに更新される。 
2005 年  7 月 附属先端政策分析研究センターが新設される。 
2006 年  8 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が「応用
金融工学（野村グループ）寄附研究部門」に改称される。 
2007 年  4 月 寄附研究部門「教育経済学研究部門」が新設される。（2010 年 3 月 31 日
まで） 
2007 年 10 月 寄附研究部門「伊藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）数理ファ
イナンス寄附研究部門」が新設される。（2010 年 9 月 30 日まで） 
2008 年  3 月 附属図書館別館が耐震改修工事終了。新たに経済研究所北館となり引き
渡しを受ける。 
2008 年 8 月 GCOE（慶應義塾大学）プログラム実施に伴い、連携連絡ベースとして東
京分室内に東京（丸の内）オフィスを開設する。 
2008 年  9 月 GCOE（慶應義塾大学）プログラム実施に伴い、教育・研究実施ベースと
して東京（三田）オフィスを開設する。 
2008 年 12 月 工学部総合研究 2 号館 4 階南側 816 ㎡のフロアを経済研究所に研究室・
講義室スペースとして引き渡しを受ける。 
2009 年  4 月 公共政策研究部門が、経済戦略研究部門に改称される。 
2010 年  4 月 附属金融工学研究センターが、ファイナンス研究部門に改組される。 
 「先端経済理論の国際的共同研究拠点」として、共同利用・共同研究拠
点に認定される。（2010 年 4 月～2016 年 3 月） 
 連携ユニットとして、「統合複雑系科学国際研究ユニット」が新設され
る。（2015 年 3 月 31 日まで） 
 生存基盤科学研究ユニットに参画する。 






岸本 誠二郎 昭和 37 年 4 月 1 日 ～ 昭和 41 年 3 月 31 日 
青山 秀夫 昭和 41 年 4 月 1 日 ～ 昭和 46 年 11 月 30 日 
馬場 正雄 昭和 46 年 12 月 1 日 ～ 昭和 49 年 3 月 31 日 
森口 親司（事務取扱） 昭和 49 年 4 月 1 日 ～ 昭和 49 年 7 月 15 日 
尾上 久雄 昭和 49 年 7 月 16 日 ～ 昭和 53 年 7 月 15 日 
行澤 健三 昭和 53 年 7 月 16 日 ～ 昭和 55 年 2 月 8 日 
宮崎 義一（事務取扱） 昭和 55 年 2 月 8 日 ～ 昭和 55 年 3 月 31 日 
宮崎 義一 昭和 55 年 4 月 1 日 ～ 昭和 58 年 4 月 1 日 
尾上 久雄 昭和 58 年 4 月 2 日 ～ 昭和 61 年 3 月 31 日 
馬場 正雄 昭和 61 年 4 月 1 日 ～ 昭和 61 年 10 月 27 日 
小池 和男（事務取扱） 昭和 61 年 10 月 27 日 ～ 昭和 61 年 12 月 31 日 
小池 和男 昭和 62 年 1 月 1 日 ～ 昭和 63 年 3 月 31 日 
杉本 昭七 昭和 63 年 4 月 1 日 ～ 平成 2 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平成 2 年 4 月 1 日 ～ 平成 6 年 3 月 31 日 
福地 崇生 平成 6 年 4 月 1 日 ～ 平成 7 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平成 7 年 4 月 1 日 ～ 平成 11 年 3 月 31 日 
藤田 昌久 平成 11 年 4 月 1 日 ～ 平成 13 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平成 13 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日 
西村 和雄 平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 22 年 3 月 31 日 




岸本 誠二郎 昭和 41 年 4 月 2 日 
青山 秀夫 昭和 48 年 4 月 2 日 
尾上 久雄 昭和 61 年 4 月 1 日 
宮崎 義一 平成 2 年 1 月 23 日 
瀬尾 芙巳子 平成 5 年 4 月 1 日 
杉本 昭七 平成 8 年 4 月 1 日 
森口 親司 平成 9 年 3 月 4 日 
福地 崇生 平成 9 年 3 月 4 日 
青木 昌彦 平成 13 年 3 月 6 日 
佐和 隆光 平成 18 年 4 月 1 日 
上原 一慶 平成 19 年 4 月 1 日 
坂井 昭夫 平成 19 年 4 月 1 日 
藤田 昌久 平成 19 年 4 月 1 日 
塚谷 恒雄 平成 20 年 4 月 1 日 
西村 和雄 平成 22 年 4 月 1 日 
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センター5 部門を、2 センタ （ー金融工学研究センター、複雑系経済研究センター）、
3 研究部門（経済情報解析、公共政策、経済制度）に改組し、第１期中期計画中に










































済分析のインターフェイス拠点の形成」が、21 世紀 COE プログラムの社会科学分野におい
て選定されている。また、COE 以外の科学研究費補助金など、外部資金の受け入れも高水



















































６．第 1 期中期計画終了時点での経済研究所の研究組織 







































最近 10 年間に限定しても、受け入れた若手研究者の出身大学は京都大学以外で 11 校にのぼ
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平成 16 年度 














平成 17 年度 
（１）先端経済分析研究推進機構の新設（定員 2 名増） 
（２）研究支援部門の新設 
・研究支援センター、ＩＴ管理室(仮称)の研究支援事務部門を新設する。 
・研究支援センターに常勤の専門担当者 1 名を配置する。 
・ＩＴ管理室：所内ＬＡＮの管理、データセンターの管理・運営のため、現在の計算




平成 18 年度 
先端経済分析研究推進機構の増員（定員 2 名増）  
 
平成 19 年度 



























































































Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置  
 































































Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置  
 












Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置  
 

























Ⅴ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置  
 








































 2008年度 2009年度 2010年度 
教 授 16 18 16 
准 教 授 7 7 6 
講 師 1 0 0 
助 教 3 3 3 
計 27 28 25 
事 務 職 員 10 10 9 
非常勤職員 49 46 43 
計 59 56 52 
            （2011.03.31 現在） 
 
教員の平均年齢、勤続年数、博士号取得者 
 教 授 准教授 講 師 助 教 
教員の平均年齢 53歳 39歳  ―歳 34歳 
平均勤続年数 23年 11年  ―年 3年 



























所 長  矢野 誠 




教 授  照山博司  マクロ計量経済分析 
教 授  小佐野 広  ミクロ計量経済分析 
准教授  中嶋智之  マクロ計量経済分析 
准教授  奥井 亮  ミクロ計量経済分析 
 
非常勤講師  Richard Anton Braun 「金融市場とマクロ経済」 
（ ～2010.7.31）      （東京大学大学院経済学研究科 教授） 
非常勤講師  黒住英司 「経済時系列解析」（一橋大学大学院経済学研究科 教授） 
 
事務補佐員  永島小鹿 （2010.4.1～2011.3.31） 




教 授  溝端 佐登史  制度の経済分析 
教 授  原 千秋    組織の経済分析 
教 授  若杉隆平    国際貿易と経済成長の経済分析 
教 授  三野和雄    国際貿易と経済成長の経済分析 
助 教  阿部光敏    制度の経済分析 
     （ ～2011.3.31） 
 
非常勤講師  岩井克人 「現代資本主義経済論」（東京大学名誉教授） 
非常勤講師  上垣 彰 「市場経済移行理論」（西南学院大学経済学部 教授） 
 
研究支援推進員  上田真子 
研究支援推進員  堀部 恵美子 





教 授  今井晴雄  ゲーム理論 
教 授  有賀 健  環境・公共政策 
教 授  梶井厚志  市場経済戦略 
准教授  関口 格  ゲーム理論 
特定助教（産官学連携） 近藤 久美子  ゲーム理論 
            （2010.4.1～2010.9.30）   
 
非常勤講師  加茂知幸 「市場経済戦略と一般均衡理論」 




非常勤講師  兵庫一也 「経済戦略とゲーム理論における非期待効用型選好の役割」 
     （龍谷大学経済学部 講師） 
 
研究支援推進員  岡村美香 
事務補佐員    西村法子 





教 授  関根 順  数理ファイナンス 
（ ～2010.5.31）   
教 授  柴田章久  リスク管理 
教 授  矢野 誠  市場の質 
教 授  西山慶彦  金融計量経済分析 
 
外国人研究員  MACRINA, Andrea（2009.5.7～2010.4.30） 
（客員准教授） 「情報系に基づいた資産価格付けの研究」 
  
外国人研究員  BERLIANT, Marcus（2010.2.15～2010.5.30） 
（客員教授） 「経済集積と知的創造の相互作用メカニズムに関する研究」 
                
外国人研究員  LINNEMER, Laurent（2010.5.1～2010.7.31） 
   「ゲーム理論を用いた産業組織の分析」 
                
外国人研究員  CHEN, Bo（2010.6.1～2010.8.31） 
（客員准教授） 「繰り返しゲームの理論と応用」 
 
外国人研究員  CHANG, Fwu-Rang（2010.9.1～2011.5.25） 
（客員教授） 「経済成長理論」 
 
外国人研究員  LUKYANOVA, Anna（2010.9.1～2011.1.10） 
（客員准教授） 「市場経済移行下における労働市場の変動と経済格差」 
 




非常勤講師  松木 隆 「非定常時系列モデルを用いた経済データ解析の理論と応
用」         （大阪学院大学経済学部 准教授） 
非常勤講師  澤田康幸 「不完備金融市場の理論・実証分析」  
（東京大学大学院経済学研究科 准教授） 
 
研究員（研究機関）  田中藍子 「マクロ経済学における均衡の不決定性の分析を行
う」 
 







客員教授   田中 宏 「世界金融危機と新興市場諸国多国籍企業・銀行の動態」  
（2010.4.1～2010.9.30）        （立命館大学経済学部 教授） 
客員教授   石川城太 「地球温暖化対策の開放経済下における理論的検討」 
（2010.10.1～2011.3.31）   （一橋大学大学院経済学研究科 教授） 
客員准教授  森口千晶 「養子の経済分析：アメリカ国勢調査個票データを用いた実
証研究」 
（2010.4.1～2010.9.30）       （一橋大学経済研究所 准教授） 








客員教授  高橋明彦  数理ファイナンスに関する研究  
（ ～2010.9.30）        （東京大学大学院経済学研究科 教授） 
客員教授  刈屋武昭  数理ファイナンスに関する研究 
      （ ～2010.9.30） 
（明治大学ビジネススクール グローバル・ビジネス研究科 教授） 
客員教授  藤田昌久  数理ファイナンスに関する研究  
（2010.4.1～2010.9.30）              （甲南大学 教授） 
 





教 授  森 知也       空間経済学 
教 授  新後閑 禎       経済動学 
准教授  STACHURSKI, John  空間経済学 
（ ～2010.6.30） 
 
非常勤講師  秋田次郎 「地球環境問題の経済学」 （東北大学経済学部 教授） 
非常勤講師  田淵太一 「古典派経済学の貿易理論」 （同志社大学商学部 教授） 
 
教務補佐員    木村年成 （2010.4.1～2011.3.31） 
研究支援推進員  中村有希 




教 授  一方井 誠治  グローバル･ポリシー  
教 授  横田正文    コミューナル･ポリシー   
准教授  上田淳二    ファイナンシャル・ポリシー 
准教授  丸山達也    グローバル･ポリシー 
准教授  八代尚光    コミューナル･ポリシー  
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研究員（産官学連携） 古川雅一 （ ～2011.3.31） 
研究員（産官学連携） 行本 雅 
研究員（産官学連携） 平野大昌 
研究員（産官学連携） 寺地祐介 （ ～2011.3.31） 
研究員（産官学連携） 栗田郁真  
研究員（産官学連携） 堀 勝彦  
研究員（産官学連携） 村上佳世 （ ～2011.3.31） 
研究員（産官学連携） 新居理有 （2010.4.15～ ） 
 
事務補佐員  澤田知子 
事務補佐員  延原由子 （ ～2010.4.30） 
事務補佐員  野崎奈々 （2010.5.1～ ） 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  林 健太 （ ～2010.7.22） 




   特定助教（グローバルCOE）  小松原 崇史  
   特定助教（グローバルCOE）  岩佐和道 （ ～2011.3.31） 
 
研究員（グローバルCOE） 西村和雄（特任教授） （2010.4.1～ ） 
研究員（グローバルCOE） サフチェンコ リュドミーラ （ ～2011.3.31） 
研究員（グローバルCOE） 筒井基之 （2010.4.1～2010.8.8） 
研究員（グローバルCOE） 高田 公 
 
教務補佐員  田宮 すみ恵 
教務補佐員  奥田 由美子  
教務補佐員  大津敦子 
教務補佐員  杉山音羽 
教務補佐員  稲川 三千代 
事務補佐員  島本景子  
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  岩田浩明 （ ～2011.3.31） 
 
研究員（科学研究） 藤田昌久（特任教授） （2010.10.1～ ） 
 
教務補佐員  岡本 弥 （2010.4.1～2011.3.31） 
 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  今井貴史 （ ～2011.3.31） 
 
事  務  部 
 
事務長  林 晴夫 
総務掛  松浦千鶴（掛長） 隅井利和 （主任） 原 裕美（掛員） 
内海 いづみ（事務補佐員） 東 宏子（事務補佐員） 
会計掛  北川 勇（掛長） 垣田昌子（主任） 西尾秀雄（主任） 
大下雅代（事務補佐員） 岡野由喜（事務補佐員） 
山口 ヨシエ（労務補佐員） 
図書掛  松田泰代（掛長） 伊勢脇 純子（掛員） 中江 章（事務補佐員） 
















































































  STACHURSKI, John 複雑系経済研究センター准教授 辞職 






採用                       （雇用期間2011年1月10日まで） 
 
2010年9月30日 
近藤 久美子 経済戦略研究部門特定助教（産官学連携） 辞職 
















  阿部光敏 経済制度研究部門助教 辞職 
  （京都大学経済研究所特定助教（グローバルCOE）） 
  岩佐和道 特定助教（グローバルCOE） 辞職 














        （明治大学ビジネススクール グローバル・ビジネス研究科 教授） 
 
藤田昌久 「数理ファイナンスに関する研究」 








Richard Anton Braun 「金融市場とマクロ経済」 
（ ～2010.7.31）              （東京大学大学院経済学研究科 教授） 
  黒住英司 「経済時系列解析」  
（一橋大学大学院経済学研究科 教授） 
岩井克人 「現代資本主義経済論」  
（東京大学名誉教授） 
上垣 彰 「市場経済移行理論」 
（西南学院大学経済学部 教授） 
加茂知幸 「市場経済戦略と一般均衡理論」 
（ ～2010.8.31）             （京都産業大学経済学研究科 准教授）                
兵庫一也 「経済戦略とゲーム理論における非期待効用型選好の役割」 
（龍谷大学経済学部 講師） 
松木 隆 「非定常時系列モデルを用いた経済データ解析の理論と応用」 
（大阪学院大学経済学部 准教授） 
澤田康幸 「不完備金融市場の理論・実証分析」  
（東京大学大学院経済学研究科 准教授） 
秋田次郎 「地球環境問題の経済学」  
（東北大学経済学部 教授） 







  BLOISE, Gaetano 「マクロ経済動学」 
  （2010年1月26日～2010年4月14日）          （ローマ大学経済学部教授）  
 
  TAKAYAMA, Shino 「ゲーム理論」 
  （2010年3月22日～2010年6月18日）   （クイーンズランド大学経済学研究科講師） 
 
  SHINTANI, Mototsugu 「実証マクロ経済学」 
  （2010年3月30日～2010年6月30日）  （ヴァンダービルト大学経済学研究科准教授） 
 
  MCLENNAN, Andrew 「数理経済学」 
  （2010年3月22日～2010年5月22日）   （クイーンズランド大学経済学研究科教授） 
 
  YU, Eden Siu Hung 「国際経済」 
  （2010年3月30日～2010年4月12日）         （香港城市大学経済学部教授） 
 
  VENDITTI, Alain 「マクロ経済動学」 
  （2010年3月30日～2010年4月13日）  （フランス国立科学研究所（GREQAM）教授） 
 
SALONEN, Hannu 「交渉問題の政治経済ゲーム分析」 
（2010年4月1日～2010年4月30日）        （トゥルク大学経済学研究科教授） 
 
Goenka, Aditya 「均衡の多様性とサンスポット均衡」 
（2010年5月20日～2010年6月4日）         （国立シンガポール大学准教授） 
 
NGUYEN, Anh Thi Ngoc 「日本・ベトナムにおける企業文化の比較研究－制度移植と
適合を越えて」 
（2010年6月15日～2010年12月15日）         （ベトナム国立経済大学講師） 
 
MCALEER, Michael John 「金融時系列解析の理論と応用」 
























  研究員（グローバルCOE）  西村和雄（特任教授） （2010.4.1～ ） 
研究員（グローバルCOE）  サフチェンコ リュドミーラ（ ～2011.3.31） 
研究員（グローバルCOE）  高田 公 
研究員（グローバルCOE）  筒井基之 （2010.4.1～2010.8.8） 
研究員（産官学連携）    古川雅一 （ ～2011.3.31） 
研究員（産官学連携）    行本 雅 
研究員（産官学連携）    寺地祐介 （ ～2011.3.31） 
研究員（産官学連携）    栗田郁真  
研究員（産官学連携）    堀 勝彦 
研究員（産官学連携）    平野大昌 
研究員（産官学連携）    村上佳世 （ ～2011.3.31） 
研究員（産官学連携）    新居理有 （2010.4.15～ ） 


















    
  大林 光 
   「国際資源市場と国際企業分析」 （2010年4月1日～2011年2月14日） 
  髙橋宏幸 
   「改革・開放政策以降の中国産業発展に関する研究」 
（2010年4月1日～2011年3月31日） 
  青木隆明 








高橋伸彰 （立命館大学国際関係学部 教授） 








 年 度  
項 目 2006 年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 
人 件 費 476,852 486,647 408,602 432,230 356,796 
物 件 費 111,694 60,185(※) 97,463 138,084 114,298 









 年 度  
研究種目 
2006 年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 
特別推進研究 
件数 0／0 0／0 0／0 0／0 0／1 
金額 0 0 0 0 0 
特定領域研究 
件数 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 
金額 0 0 0 0 0 
新学術領域研究 
件数 0／0 0／0 0／1 0／1 0／0 
金額 0 0 0 0 0 
基盤研究 
件数 8／11 9／9 11／16 11／11 11／11 
金額 28 35 34 31 33 
萌芽的研究 
件数 1／2 1／1 0／0 0／0 0／0 
金額 1 1 0 0 0 
若手研究 
件数 6／7 6／11 6／9 2／2 2／2 
金額 7 5 5 1 1 
計 
件数 15／20 16／21 17／26 13／14 13／14 
金額 36 41 39 32 34 
教員一人当たり採択件数 0.50 0.56 0.57 0.46 0.46 














 年 度  
名 称 2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007年度 
先端経済分析のインター
フェイス拠点の形成 










2008年度 2009年度 2010年度 
市場の高質化と市場インフラの総合的設計（慶応義
塾大学連携） 
110,760 103,038 79,260 
人間行動と社会経済のダイナミクス（大阪大学連
携） 
23,140 19,097 14,690 







 年 度  




2 2 3 2 2 
金
額 
21 20 18 20 20 
寄  附  金 
件
数 
6 5 5 2 1 
金
額 
72 51 55 20 0.3 
受 託 研 究 費 
件
数 
4 4 4 4 4 
金
額 




12 11 12 8 7 
金
額 





２－４ 図 書 
   
図書蔵書数 
                                         
（2011年3月末現在） 
区  分 図  書  冊  数 雑 誌 種 類 数 
和  書 40,888 冊 3,334 種 
洋  書 38,662 冊 1,289 種 





     





































２－５ 敷地と建物 （2011年3月31日現在） 
     
敷 地  京都市左京区吉田本町（京都大学本部構内）           890㎡ 
建 物    鉄筋コンクリート４階建 （本館）                    































































































































































数擁している。平成 9－15 年には、複雑系経済の拠点形成に対し科学研究費（平成 9－13
























本研究センター（The Research Center for Advanced Policy Studies, 略称 CAPS）は、実践的
な政策研究を主とする中央官庁より採用された任期付き教員と、理論的研究を主とする経
済研究所の専任教員との共同研究を推進する場として、2005 年 7 月経済研究所内に設置さ






















































































































拠点形成計画調書（当初調書、2008 年 2 月提出）では、「サブプライム問題 …など、現代
経済の多くの問題が市場の質の低さに起因する」と強調し、深刻な危機に至る危惧を表明
した。この危惧は 2008 年 9 月の世界金融危機によって現実となり、2009 年 2 月には日本学
術会議と共同で緊急シンポジウムを開くなど、「市場の質理論」の重要性が広く認識される
ようになった。 









また、京都大学経済研究所は、2005 年に 21 世紀 COE「先端経済分析のインターフェイ
ス拠点の形成」の活動の一環として、慶應義塾大学 21 世紀 COE と共同で、経済理論の国
際専門誌 International Journal of Economic Theory をイギリスの Blackwell 社（2007 年から




International Journal of Economic Theory を 2008 年より継承し、発刊３年後にして Social 
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 (Graduate Institute, Geneve) 
Robert M. Stern 
































































畑 宏明（大阪大学） 長期間最適ポートフォリオの計算 
※John Stachurski 
西村和雄 Stochastic growth 
※奥井 亮 
 Yoonseok Lee 










氏 名 研  究  課  題 
今井晴雄 交渉解理論の多面的分析 
新後閑 禎 非線型経済動学の研究 
小佐野 広 リアル・オプションモデルとコーポレート・ファイナンス 
若杉隆平 国際貿易のミクロデータによる実証研究 
照山博司 労働移動の実証分析 
溝端 佐登史 市場移行国の多国籍企業の組織・制度・戦略に関する実証研究 
矢野 誠 市場の質と市場での競争上公正性の研究 
柴田章久 信用制約とマクロ経済 




原 千秋 社会的時間割引率 
森 知也 オブジェクト指向・並列プログラミングの経済分析への応用 
関口 格 繰り返しゲーム理論における非フォーク定理的アプローチ 
中嶋智之 日本経済のマクロ分析 
関根 順 動的リスク測度の効率的計算手法 
John 
Stachurski Predicting with kernels 
阿部光敏 環境教育支援システムの開発 






科学研究費補助金  単位：千円 





19730140 中嶋智之 600 金融市場の不完全性とマクロ経済分析 








20330037 今井晴雄 4,000 
協力ゲーム論の基礎の再構築：提携の多面
的分析 
〃 20330046 若杉隆平 3,200 国際貿易におけるアウトソーシングと企
業特性に関する理論的・実証的研究 
〃 21330045 柴田章久 2,200 
金融市場の発展とマクロ経済の不安定の
関係について 









20530152 小佐野 広 700 貸出契約とリスクの分散：証券化・シンジ
ケートローン・メインバンク 
〃 20530153 関口 格 800 
繰り返しゲーム理論における非フォーク
定理的アプローチ 
〃 20530154 三野和雄 1,000 経済主体の異質性とマクロ経済動学 
〃 20540115 関根 順 900 長時間リスク鋭感的ポートフォリオ最適
化の非標準的設定への応用 
〃 22530225 溝端 佐登史 800 
ロシア多国籍企業の組織・戦略に関する実
証研究 
奨励研究 22912003 高橋宏幸 550 中国の政治・経済体制と流通業の変遷に関
する理論・実証研究 
特別研究
員奨励費 22・22 松岡 多利思 
700 分権的経済取引を分析対象とした貨幣サ
ーチ理論の応用・発展について 
〃 22・30 川崎 雄二郎 700 社会的関係構築に内在するネットワーク
形成問題への数理的アプローチ 
〃 22・4996 初見 健太郎 1,000 
不完備情報下でのメカニズムデザインの
研究：公共財供給メカニズムを中心として 



















0101 有賀 健 800 
日本経済の物価変動ダイナミクスの解
明：ミクロとマクロの統合アプローチ 
〃 〃 中嶋智之 800 〃 
特定領域
研究 
18078005 一方井 誠治 700 環境政策のポリシー・ミックス 
挑戦的萌
芽研究 
22653028 柴田章久 100 日本の経済学研究における生産性比較 
基盤研究
（S） 
20223001 西村和雄 2,000 ゲーム理論のフロンティア：理論と応用 
〃 〃 今井晴雄 2,000 〃 
〃 〃 梶井厚志 4,200 〃 
〃 〃 原 千秋 2,000 〃 
〃 〃 関口 格 1,500 〃 
基盤研究
（A） 
21243021 西村和雄 400 グローバル化と知の時代における空間経
済学の新展開 
〃 〃 若杉隆平 400 〃 
〃 〃 森 知也 400 〃 
〃 19200020 西山慶彦 450 時空間現象データに対する統計科学モデ
ルの構築および解析に関する組織的研究 




21330055 森 知也 500 
国際輸送の分析とインフラストラクチャ
整備政策 
〃 〃 西山慶彦 500 〃 




〃 19330039 照山博司 450 
労働市場のミクロ的構造とフィリップス
曲線－国際比較を通じた理論・実証分析 
〃 〃 柴田章久 450 〃 






22530173 三野和雄 50 非市場部門のマクロ動学分析 




    【参考資料】 2006 年度～2010 年度の科学研究費補助金交付状況 
 年 度 
項 目 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 
交付件数 （件） 14 16 15 14 13 










ックフォーラム 溝端 佐登史 300  
北東アジア・アカデミックフォーラム
研究調査・交流推進事業助成金 
合計 300   
 
 
受託研究等  （単位：千円） 
委託者 受託金額 研究課題名 






国土交通省 9,449 平成22年度 我が国建設企業の海外展開戦略調査 
環境省 10,955 平成 22 年度地球温暖化対策の経済的側面に関す
る調査業務 
内閣府経済社会総合









【参考資料】 2006 年度～2010 年度の寄附金、受託研究費等受入状況  （単位：百万円） 
 年 度  
項 目 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 
民間等との共同研究 件数 2 2 3 2 2 
金額 21 20 18 20 20 
寄  附  金 件数 6 5 5 2 1 
金額 72 51 55 20 0.3 
受 託 研 究 費 件数 4 4 4 4 4 
金額 149 159 166 29 34 
計 件数 12 11 12 8 7 
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Structures: The Role of Entry Cost 
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ョップ Marcus Berliant, Washington 
University in St. 
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The Commuting Game 
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Do All Exporters Benefit from 





Banking Globalization and 







The Limited Information Maximum 
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Evaluating the Conditions for Robust 





Tina Kao, Lecturer, 
Australian National 
University 
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Capital Structure and Competitive 
Position in Product Market 
契約理論研究会 
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Coincidence Theorem and the 
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Preliminary analysis on FDI of the 
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Dynamics of International 






Infectious Diseases, Optimal Health 
Expenditures and Growth (with Lin 




















On the Behavior of the GMM 
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Interest Rate Environment (with 


















A Unified Approach to Testing 
Nonliner Time Series Models 計量経済学セミナー 
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Testing for asymmetric information 
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Interregional Migration and 








Random Paths to Competitive 
Equilibria in Assignment Markets 
















Explaining Export Varieties: the 














Economic transition in the CEE 
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渡辺 誠, Assistant 
Professor, 
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Robust Predictions in Incomplete 
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Small-medium enterprises and 
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2011.01.27 川西 諭，上智大
学，教授 
The Diversity of Information 
Acquisition Strategies in a Noisy 
REE Model with a Common Signal 





Non-cooperative and Axiomatic 
Characterizations of the Average 
Lexicographic Value (with Takumi 
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University of Le 
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Political economy of exchange rates 
with two different applications: the 
case of the Japanese yen and the case 
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2011.03.10 中村 恒, 東京大
学, 講師 
Continuous-Time Optimal Contracts 
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2011.03.23 原 尚幸, 東京大
学, 助教 
Hierarchical subspace models 















ア ジ ア 18 24 24 33 
北   米 10 16 14 16 
中 南 米 0 0 0 1 
ヨーロッパ 25 17 15 13 
オセアニア 4 2 8 5 
中   東 0 1 1 0 
アフリカ 0 0 1 0 
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氏   名 期   間 目 的 国 渡 航 目 的 
三野和雄 6 月 16 日 ～ 6 月 20 日 台湾 
“2010 Taipei International 




































原 千秋 7 月 6 日 ～ 7 月 11 日 大韓民国 
ミクロ経済学研究会にて研究
報告し、情報収集を行い、また、
Alain Bensoussan 氏の 70 歳の誕
生日記念コンファレンスに出
席し、情報収集を行うため 













氏   名 期   間 目 的 国 渡 航 目 的 
有賀 健 7 月 4 日 ～ 7 月 11 日 イギリス 
タイ王国 
ロンドンでは Chattam House を
訪問し、所員等と意見交換を行






















Society World Congress に参加
し、研究報告及び情報収集を行
うため 






小松原 崇史 8 月 12 日 ～ 8 月 16 日 シンガポー
ル共和国 
「10th SAET CONFERENCE 











関口 格 7 月 11 日 ～ 7 月 18 日 アメリカ合
衆国 
International Conference of 21st 





三野和雄 8 月 11 日 ～ 8 月 16 日 シンガポー
ル共和国 
「10th SAET Conference on 






氏   名 期   間 目 的 国 渡 航 目 的 







溝端 佐登史 8 月 25 日 ～ 8 月 30 日 エストニア
共和国 
the 11th Bi-Annual Conference of 
the European Association for 
Comparative Economic Studies 




















中嶋智之 8 月 16 日 ～ 8 月 22 日 中華人民共
和国 





梶井厚志 8 月 16 日 ～ 8 月 28 日 中華人民共
和国 





今井晴雄 8 月 17 日 ～ 8 月 22 日 中華人民共
和国 








氏   名 期   間 目 的 国 渡 航 目 的 
奥井 亮 8 月 14 日 ～ 8 月 22 日 中華人民共
和国 
International Symposium on 
Econometric Theory in Honor of 
Takeshi Amemiya's Cintribution 
Econometrics に出席し、研究発
表及び資料収集を行い、また、
“Econometric Society World 
Congress 2010”に出席し、情報
及び資料収集を行うため 
























岩佐和道 9 月 7 日 ～ 9 月 13 日 スイス連邦 









溝端 佐登史 9 月 19 日 ～ 9 月 24 日 イギリス 
VARIETIES OF CAPITALISM 
IN RUSSIA AND EAST 
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森 知也 11 月 10 日 ～ 11月 14日 アメリカ合
衆国 
















関口 格 11 月 3 日 ～ 11 月 8 日 ポルトガル
共和国 




溝端 佐登史 11 月 14 日 ～ 11月 20日 ロシア連邦 新経済環境下のロシア市場に
関する現地調査を行うため 







梶井厚志 11 月 24 日 ～ 11月 27日 大韓民国 
情報の経済学に関する資料収
集及び討論を行うため 














氏   名 期   間 目 的 国 渡 航 目 的 





三野和雄 12 月 21 日 ～ 12月24日 台湾 マクロ経済動学に関する講義
及び情報収集を行うため 
















関口 格 1 月 7 日 ～ 1 月 11 日 アメリカ合
衆国 
2011 ASSA Annual Meeting に
て、経済戦略の動学ゲーム分析
に関する資料収集を行うため 





「Land Inequality and 

























氏   名 期   間 目 的 国 渡 航 目 的 












溝端 佐登史 3 月 23 日 ～ 3 月 26 日 台湾 
AEI-Four Joint Workshop in 
Taipei にて研究報告を行い、ま
た、情報収集を行うため 

























関口 格 3 月 23 日 ～ 3 月 26 日 台湾 












三野和雄 3 月 23 日 ～ 3 月 26 日 台湾 




関口 格 3 月 17 日 ～ 3 月 22 日 アメリカ合
衆国 
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八代尚光 3 月 28 日 ～ 4 月 7 日 フランス共
和国 
「COMMITTEE ON 
INDUSTRY, NOVATION AND 
ENTREPRENEURSHIP 
OSTERING NEW SOURCES OF 
GROWTH - IS THERE A ROLE 
FOR "INDUSTRIAL" POLICY 














立行政法人 労働政策研究･研修機構, 2010 年 1 月  
 
No.716  溝端 佐登史、「成長と危機のなかのロシア企業社会―新興市場と比較企業研究―」、
『比較経営研究』、第 34 号，pp.20-41，日本比較経営学会 編 文理閣, 2010 年 7 月  
 
No.717  Kazuo Nishimura and Alain Venditti, “Indeterminacy and expectation-driven fluctuations 
with non-separable preferences”, Mathematical Social Sciences, Vol.60, pp.45-56, 2010 
 
No.718  Ryuhei Wakasugi, Banri Ito and Eiichi Tomiura, “Productivity Premia of Offshoring Firms 
in East Asia: Evidence from Japanese Firms”, Millennial Asia, An International Journal 







No.703 Kenn Ariga and Ryosuke Okazawa, “Japano-Sclerosis?”, July 2010  
 
No.704 Tarishi Matsuoka, “Liquidity, Interbank Market, and Capital Formation”, July 2010 
 
No.705 Michael McAleer, “Modeling the Volatility in Global Fertilizer Prices”, July 2010 
 
No.706 Michael McAleer, “What Makes a Great Journal Great in Economics? The Singer Not 
the Song”, August 2010  
 
No.707 Michael McAleer, “How does Zinfluence Affect Article Influence?”, August 2010  
 
No.708 Michael McAleer, “IV Estimation of a Panel Threshold Model of Tourism Specialization 
and Economic Development”, August 2010  
 
No.709 Michael McAleer, “Article Influence Score = 5YIF divided by 2”, August 2010 
 
No.710 Michael McAleer, “Ten things we should know about time series”, August 2010 
 
No.711 Hitoshi Matsushima, “Financing Harmful Bubbles”, August 2010 
 
No.712 Michael McAleer, “Aggregation, Heterogeneous Autoregression and Volatility of Daily 
International Tourist Arrivals and Exchange Rates”, August 2010 
 
No.713 Nobuhiro Mizuno, Katsuyuki Naito, and Ryosuke Okazawa, “Inequality and Economic 
Development:The Role of Corruption”, August 2010 
 
No.714 Michael McAleer, “Great Expectatrics: Great Papers, Great Journals, Great 




No.715 Michael McAleer, “Conditional Correlations and Volatility Spillovers Between Crude 
Oil and Stock Index Returns”, August 2010 
 
No.716 Go Kotera, “Endogenous Voter Turnout and Income Redistribution”, August 2010 
 
No.717 Michael McAleer, “Analyzing and Forecasting Volatility Spillovers and Asymmetries in 
Major Crude Oil Spot, Forward and Futures Markets”, August 2010 
 
No.718 Michael McAleer, “Market Efficiency of Oil Spot and Futures: A Mean-Variance and 
Stochastic Dominance Approach”, August 2010 
 
No.719 Michael McAleer, “Interdependence of International Tourism Demand and Volatility in 
Leading ASEAN Destinations”, August 2010 
 
No.720 Michael McAleer, “How Accurate are Government Forecasts of Economic 
Fundamentals? The Case of Taiwan”, August 2010 
 
No.721 Michael McAleer, “Globalization and Knowledge Spillover: International Direct 
Investment, Exports and Patents”, August 2010 
 
No.722 Michael McAleer, “Modeling the Effect of Oil Price on Global Fertilizer Prices”, 
September 2010 
 
No.723 Michael McAleer, “Modelling Conditional Correlations in the Volatility of Asian Rubber 
Spot and Futures Returns”, September 2010 
 
No.724 Michael McAleer, “Model Selection and Testing of Conditional and Stochastic Volatility 
Models”, September 2010 
 
No.725 Michael McAleer, “Estimating Price Effects in an Almost Ideal Demand Model of 
Outbound Thai Tourism to East Asia”, September 2010 
 
No.726 Michael McAleer, “Asymmetry and Long Memory in Volatility Modelling”, October 
2010 
 
No.727 Michael McAleer, “GFC-Robust Risk Management Strategies under the Basel Accord”, 
October 2010  
 
No.728 Michael McAleer, “Estimating the Impact of Whaling on Global Whale Watching”, 
October 2010  
 
No.729 Michael McAleer, “How Volatile is ENSO?”, October 2010 
 
No.730 Been-Lon Chen, Yu-Shan Hsu, and Kazuo Mino, “Habits and Endogenous Investment 
Fluctuations”, October 2010 
 
No.731 Tarishi Matsuoka, “Imperfect Interbank Markets and the Lender of Last Resort”, 
October 2010 
 
No.732 Real Arai and Takuma Kunieda, “Sustainable Public Debt, Credit Constraints, and 
Social Welfare”, October 2010 
 
No.733 Wolfgang Eggert, Jun-ichi Itaya, and Kazuo Mino, “A DynamicModel of Conflict and 




No.734 Michael McAleer, “Moment Restriction-based Econometric Methods: An Overview”, 
October 2010 
 
No.735 Michael McAleer, “Robust Estimation and Forecasting of the Capital Asset Pricing 
Model”, October 2010 
 
No.736 Michael McAleer, “A Trinomial Test for Paired Data When There are Many Ties”, 
October 2010 
 
No.737 Michael McAleer, “Journal Impact Factor Versus Eigenfactor and Article Influence”, 
November 2010 
 
No.738 Michael McAleer, “Do We Really Need Both BEKK and DCC? A Tale of Two 
Multivariate GARCH Models”, November 2010 
 
No.739 Michael McAleer, “Alternative Asymmetric Stochastic Volatility Models”, November 
2010 
 
No.740 Seiji Ikkatai, Ikuma Kurita, and Katsuhiko Hori, “The Impact of the European Union 
Emissions Trading Scheme on the Finnish Economy”, November 2010 
 
No.741 Michael McAleer, “Thresholds, News Impact Surfaces and Dynamic Asymmetric 
Multivariate GARCH”, November 2010 
 
No.742 Hitoshi Matsushima, “Price-Based Combinatorial Auction Design: Representative 
Valuations”, November 2010 
 
No.743 Michael McAleer, “Crude Oil Hedging Strategies Using Dynamic Multivariate 
GARCH”, November 2010 
 
No.744 Michael McAleer, “Evaluating Combined Non-Replicable Forecasts”, December 2010 
 
No.745 Piero Gottardi, Atsushi Kajii, and Tomoyuki Nakajima, “Optimal taxation and 
constrained inefficiency in an infinite-horizon economy with incomplete markets 
(Revised: May 2011)”, December 2010 
 
No.746 Michael McAleer, “What Makes a Great Journal Great in the Sciences? Which Came 
First, the Chicken or the Egg?”, December 2010 
 
No.747 Michael McAleer, “Dynamic Conditional Correlations for Asymmetric Processes”, 
December 2010 
 
No.748 Chiaki Hara, “Pareto Improvement and Agenda Control of Sequential Financial 
Innovations”, December 2010 
 
No.749 Bo Chen, Satoru Fujishige, and Zaifu Yang, “Decentralized Market Processes to Stable 
Job Matchings with Competitive Salaries”, December 2010 
 
No.750 Michael McAleer, “Testing the Box-Cox Parameter for an Integrated Process”, 
December 2010 
 
No.751 Michael McAleer, “Exchange Rate and Industrial Commodity Volatility Transmissions, 




No.752 Michael McAleer, “Asymmetric Adjustments in the Ethanol and Grains Markets”, 
December 2010 
 
No.753 Michael McAleer, “REALIZED VOLATILITY RISK”, December 2010 
 
No.754 Michael McAleer, “Structure and Asymptotic Theory for Nonlinear Models with 
GARCH Errors”, December 2010 
 
No.755 Michael McAleer, “Investor Preferences for Oil Spot and Futures based on 
Mean-Variance and Stochastic Dominance”, January 2011  
 
No.756 Michael McAleer, “How are Journal Impact, Prestige and Article Influence Related? An 
Application to Neuroscience”, January 2011  
 
No.757 Michael McAleer, “International Evidence on GFC-robust Forecasts for Risk 
Management under the Basel Accord”, January 2011  
 
No.758 Michael McAleer, “Modelling and Forecasting Noisy Realized Volatility”, January 2011 
 
No.759 Michael McAleer, “Estimating the Leverage Parameter of Continuous-time Stochastic 
Volatility Models Using High Frequency S&P 500 and VIX”, February 2011  
 
No.760 Eiichi Tomiura, Banri Ito and Ryuhei Wakasugi, “Offshore outsourcing and 
non-production workers: Firm-level relationships disaggregated by skills and suppliers”, 
March 2011 
 
No.761 Michael McAleer, “Risk Management of Risk under the Basel Accord: Forecasting 
Value-at-Risk of VIX Futures”, March 2011 
 
No.762 Michael McAleer, “Are Forecast Updates Progressive?”, March 2011  
 
No.763 Yasusada Murata, Ryo Nakajima, Ryosuke Okamoto and Ryuichi Tamura, “Localized 
knowledge spillovers and patent citations: A distance-based approach”, March 2011  
 
No.764 Masako Kimura, “Baby Boom and Baby Bust in Gender-Gap Model: A Quantitative 
Analysis”, March 2011  
 
No.765 Michael McAleer, “Risk Management of Precious Metals”, March 2011  
 
No.766 Eric W. Bond, Kazumichi Iwasa and Kazuo Nishimura, “Poverty Trap and Inferior 





No.1001 一方井 誠治・栗田郁真・堀 勝彦、「企業における温室効果ガス削減方針に関
する実態調査」、2010 年 4 月 
 
No.1002 一方井 誠治・栗田郁真・堀 勝彦、「家庭部門における温室効果ガス削減に関





2010 年 5 月  
 
No.1004 岩﨑一郎、「ロシアの企業監査体制－株式会社のミクロ実証分析－」、2010 年 5
月 
 
No.1005 一方井 誠治・栗田郁真・堀 勝彦、「企業における温室効果ガス削減費用推計
の基本モデル」、2010 年 5 月 
 
No.1006 行本 雅・丸山達也・村上佳世・林 健太、「消費者の信念と情報開示」、2010
年 5 月 
 
 No.1007 村上佳世・丸山達也・林 健太・行本 雅、「消費者の知識と信念の更新」、2010
年 6 月 
 
No.1008 上田淳二・寺地祐介・森田茂伸、「公的年金とマクロ経済・財政の相互関係分析
のためのモデル構築」、2010 年 6 月 
 
No.1009 岩﨑一郎、「ロシア企業の取締役会構成 -株式会社のミクロ実証分析-」、2010
年 7 月 
 
No.1010 上田淳二・筒井 忠、「子どもの数の減少による財政支出への影響に関する定量
的シミュレーション」、2010 年 8 月 
 
No.1011 八代尚光、「中国企業の国際化と発展―対内直接投資と輸出活動の役割」、2010
年 8 月 
 
No.1012 上田淳二・古財 篤・佐藤 栄一郎、「地方財政の長期シミュレーション」、2010
年 9 月 
 
No.1013 行本 雅・村上佳世、「市場の公平性と消費者政策」、2010 年 10 月 
 
No.1014 松島 斉、「組み合わせ入札に関する試案：羽田空港国内線定期便発着枠の効率
的配分に向けて」、2010 年 11 月  
 
No.1015 上田淳二・古財 篤、「日本の財政に関する長期推計と持続可能性ギャップの計
算」、2010 年 12 月 
 
No.1016 村上佳世、「消費者の理解とガイドラインの政策効果 ―特別栽培農産物ガイド
ラインを事例に―」、2011 年 1 月  
 
No.1017 上田淳二・堀内義裕・筒井 忠、「医療・介護費用の長期推計と将来の労働需要 
―2008 年度の国民医療費等を踏まえた推計―」、2011 年 1 月  
 
No.1018 田中隆一・杉山一成、「若年男性労働者の就業形態選択行動：慶應義塾家計パネ
ル調査を用いた動学最適化モデルの推定」、2011 年 2 月  
 
No.1019 溝端泰和、「財市場・資本市場の不完全性と企業の設備投資行動 -法人企業統計





と家庭内生産を考慮した数値計算―」、2011 年 3 月 
 
No.1021 村上佳世、「消費者の知識と食品に対する不安―非遺伝子組み換え表示に関する





日付 掲載紙 氏名 タイトル 
2010 年 04 月 19 日 京都新聞 西村和雄 ゆとり教育転換を提唱し 
2010 年 04 月 23 日 静岡新聞 一方井 誠治 
京都議定書の意味指摘 
一方井京大教授 環境教育で講演 
2010 年 08 月 25 日 産経新聞 西村和雄 平均年収差 100 万円 
〃 読売新聞 西村和雄 年収 実は… 文系＜理系 
〃 毎日新聞 西村和雄 年収「文系が上」説ウソ？ 
〃 朝日新聞 西村和雄 理系卒、文系卒より高収入 
〃 京都新聞 西村和雄 年収 理系＞文系 
〃 日経新聞 西村和雄 平均年収 60 歳で 168 万円差 
2010 年 09 月 20 日 日経新聞 西村和雄 理系卒、職業選択肢広く 
年収 実は文系より高く 
2010 年 10 月 07 日 日経新聞 有賀 健 新卒採用の偏重解消へ 
『在職権』制度の導入検討を 
2010 年 10 月 11 日 読売新聞 矢野 誠 強力な国際金融調整 必要 
2010 年 11 月 17 日 京都新聞  国際競争の波に沈まぬ国に 
2010 年 12 月 10 日 日経新聞 西村和雄 文系より理系が正社員割合高く 








































































受賞者氏名 賞  名 受賞年月 受賞の研究課題名等 
奥井 亮 
日本統計学会小川研究奨
励賞 2010 年 9 月 
Shrinkage GMM Estimation in 
Conditional Moment Restriction 
Models Journal of the Japan 
Statistical Society Vol.39 No.2 
239-255 
西村和雄 京都新聞大賞文化学術賞 2010 年 11 月 複雑系科学研究を発展させ新
たな経済現象分析方法を確立 





















 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年 
修士課程 12 人 13 人 23 人 22 人 
博士課程 25 人 23 人 28 人 28 人 
計 37 人 36 人 52 人 50 人 




2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 




2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 
20 人 25 人 22 人 16 人 




2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 












Record of visiting international researcher  
氏 名 所 属 職 
滞在期間 滞在期間中の研究課題名
（滞在目的） 到着 出発 







To discuss our joint research 
on "the relationship between 
financial development and 
macroeconomic instability." 

















presentation and research, on 
macroeconomics 







Purpose of working jointly 
with Professor Yano 
on ”Market Quality 
Dynamics” 





“Optimality of no-fault 
medical liability systems” 





















ア ジ ア 9 16 29 12 
北   米 22 18 28 14 
中 南 米 1 0 0 0 
ヨーロッパ 19 25 21 19 
オセアニア 6 4 5 4 
中   東 1 2 2 2 
アフリカ 0 0 1 0 
計 58 65 86 51 
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氏 名 所 属 職 
滞在期間 滞在期間中の研究課題名






















“Coincidence Theorem and 
the No emptiness of the Inner 
Core” 







“Theory and applications of 
repeated game” 





“The Limits of 
Modernization: Asia's 
Complex Future” 








“Comparative research on 
Corporate Culture in Japan 
and Vietnam Beyond 
Intuitional Transplantation 
and Adaption” 





On a Two-Country game of 
Competition Policies 







“Middlemen: the bid-ask 
spread” 
KATO, Goro 
Cal Poly State 





Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura on 












"Exposure Problem in 









"Monotonic Extension and its 
Applications in Choice 
Theory" 
Veutura, Jaume 








research on fiscal and 













Purpose of working jointly 














Purpose of working jointly 
with Professor Yano on 
“Economic Dynamics” 







Changes of Labour Markets 




氏 名 所 属 職 
滞在期間 滞在期間中の研究課題名
（滞在目的） 到着 出発 
Roesfielde, Steven 
The University of 





"Global Shock Wave: 
Rethinking Asia's Future 
Light of the Worldwide 










Prizes versus Wages with 












"Discounting and Patience in 









Robust Predications in 
Incomplete Information 
Games 





Private and Social earning in 
Games of Timing 
Csanadi 
Hungarian Academy 





"Reactions to Short-term 
Adaption Pressures during 
Transformation in Party 
States: The Case in China 
Biglaiser 
Department  of 
Economics, University 





Purpose of working jointly 
with Professor Yano on "on 














Purpose of working jointly 













"The strategic impact of 
higher-order beliefs" 






















"Endogenous Quality Choice 












Research topic during stay 
(purpose of your stay) 
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氏 名 所 属 職 
滞在期間 滞在期間中の研究課題名











Attending the Conference on 
General Equilibrium, Trade 
and Growth in memory of 
Lionel McKenzie 





Attending the Conference on 
General Equilibrium, Trade 
and Growth in memory of 
Lionel McKenzie 





Attending the Conference on 
General Equilibrium, Trade 
and Growth in memory of 
Lionel McKenzie 





Attending the Conference on 
General Equilibrium, Trade 









Attending the Conference on 
General Equilibrium, Trade 














Attending the Conference on 
General Equilibrium, Trade 
and Growth in memory of 
Lionel McKenzie 
Herings, 





Attending the Conference on 
General Equilibrium, Trade 
and Growth in memory of 
Lionel McKenzie 


















Purpose of working jointly 
with faculty on "Market 
Quality Dynamics" 





"Russian topic during your 
stay(purpose of your 
stay ):"Russian Performance 
Explained by Systemic 
Dominance of Statist 
Behaviors Over Business 
Motives" 















日時 テーマ 場所 
2010.4.7 Workshop on Trade, Dynamics and Complexity 京都大学経済研究所北館１
階講義室 
2010.5.20 Workshop on Microeconomics/Game Theory 京都大学経済研究所会議室 
2010.7.28～29、 
8.2～3、5 
KIER-TMU International Workshop on 
Financial Engineering 2010 
同志社大学 寒梅館 B1F 、
東京・秋葉原ダイビル 5F 
2010.9.25～26 
International Symposium on Global Shock 
Wave "Global Shock Wave: Rethinking Asia's 
Future in Light of the Worldwide Financial 




International and Interdisciplinary Workshop on 
Novel Phenomena in Integrated Complex 






General Equilibrium, Trade and Complex 
Dynamics in Memory of Professor Lionel 
McKenzie 
Westin Miyako Kyoto 
2011.2.11 
平成 22 年度共同利用共同研究拠点事業 国
際コンファレンス 




平成 22 年度共同利用共同研究拠点事業 特
別国際コンファレンス 





KIER-Pacific Economic Review Workshop on 
Economics and Economic Policies 
Atago-no-ma, The Westin 
Miyako Kyoto 
2011.3.11 
平成 22 年度共同利用共同研究拠点事業 国
際コンファレンス 
“Topics in Labor Economics” 
京都大学総合研究 2 号館 4
階 経済研究所第二会議室 




































2010 年 5 月 
「How Do Chinese Industries 
Benefit from FDI Spillovers?」 



















2010 年 5 月 
“Trade Imbalances and 
































2011 年 2 月 
"Decisions on Waiting under 
Uncertainty Program: General 





































年 月 研究成果の概要 具体的還元・応用例（社会的貢
献） 
教員名 




品川セミナー 矢野 誠 

























年 月 研究成果の概要 
研究分野の開拓又は教育活動へ
反映した例 教員名 
2010 年 10 月 
～2011 年 1 月 
都市再生・地域再生におけ


















一方井 誠治 関西研究センターアドバイザリー委員 
一方井 誠治 株式会社三菱総合研究所自主参加型排出量取引制度諮問委員会委員 







三野和雄 平成 23 年公認会計士試験委員 
一方井 誠治 三井物産環境基金研究助成専門審査委員 









  日時：2010 年 8 月 5 日（木）12:30～18:00 




座長： 藤重 悟（京都大学数理解析研究所）  
「電子の遍歴性とフラストレーション：磁性・超伝導」 





 福山秀直（京都大学医学研究科附属高次脳機能総合研究センター）  
 「イオン化における"More is different"」 
 八尾 誠（京都大学大学院理学研究科） 





座長: 大野照文（京都大学総合博物館）  
「ネットワークからの遺伝子クラスタリング」 
馬見塚 拓（京都大学化学研究所)  
「ナノ・マイクロ系における非線形力学とその応用」 
 引原隆士（京都大学大学院工学研究科） 
座長: 吉川研一（京都大学大学院理学研究科）  
「地盤材料の破壊－液状化、変形の局所化－」 




  日時：2010 年 8 月 27 日（金） 15:30 ～17:40 






   八木 匡 （同志社大学教授） 
   浦坂純子 （同志社大学准教授） 





  コーディネーター 
   大野照文 （京都大学総合博物館館長） 
  パネリスト： 
   大森 不二雄（熊本大学教授） 
   筒井勝美 （英進館館長） 
   宮野文穂 （京都府教育庁教育次長） 
   八尾 誠 （京都大学大学院理学研究科教授） 




  日時：2010 年 10 月 1 日（金） 17:30～19:30 








   日時：2010 年 10 月 23 日（土） 13：30～17：10 





村尾信尚 （関西学院大学教授、NEWS ZERO メーンキャスター） 
【政策研究報告と講演】 
財務省 「日本の財政と経済の長期展望 」 
〈報告〉上田淳二 （京都大学経済研究所 准教授） 
〈講演〉丹呉泰健 （財務省顧問、前財務事務次官）  
内閣府 「食品ラベルの消費者評価 」 
〈報告〉丸山達也 （京都大学経済研究所 准教授） 
〈講演〉原 早苗 （内閣府消費者委員会事務局長）  
経済産業省 「企業活動のグローバル化とイノベーション」 
〈報告〉八代尚光 （京都大学経済研究所 准教授） 
〈講演〉片岡 宏一郎 （経済産業政策局産業構造課長）  
国土交通省 「都市再生・地域再生の課題－住民等の活動促進－」 
〈報告〉横田正文 （京都大学経済研究所 教授） 
〈講演〉花岡洋文 （国土交通省大臣官房審議官（都市・地域整備局））  
環境省 「低炭素社会経済へ向けた日本の気候変動政策の課題」 
〈報告〉一方井 誠治 （京都大学経済研究所 教授） 





   日時：2011 年 2 月 12 日（土）  13:30-16:40 
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矢野 誠 （京都大学経済研究所長）  
【課題１： 社会保障改革と財政政策】 
講演Ⅰ「社会保障政策の課題と展望」 
向井治紀 （内閣審議官 社会保障改革担当）  
研究報告 「経済財政の長期的な展望」 









  日時：2011 年 3 月 4 日（金） 17:30-20:00 


















「2050 年 低炭素社会経済への道－ドイツの挑戦とエネルギー効率改善の追求」 














  日時：2011 年 3 月 22 日（火） 19：00～20：30 
  場所：キャンパスプラザ 第４講義室 
 
プログラム： 






















う定期的な研究活動を行うと共に、1998 年 3 月には学際的なシンポジウム「複雑系とは何
か」および国際シンポジウム“Game Theory and International Cooperation: Global Environmental 
Problem”を、6 月には国際シンポジウム“Intertemporal Equilibrium Theory: Stability, Bifurcations 
and Indeterminacy”を開催している。更に、2000 年 6 月には国際シンポジウム“International 
Conference on the Frontiers in Spatial Economics”および 2001 年 6 月には“Interdisciplinary 



















































4) 自然･人文･社会諸科学と先端経済分析の相互親和性を深める。  




















































Journal of Economic Theory、Review of Economic Studies、Economic Theory、 International 
Economic Review、Research Policy などの国際的専門誌に掲載されている。 
以上の点を、国際的専門誌への論文掲載数および論文・著書被引用数によって具体的に
示すと、以下のようになる。まず、論文掲載数については、経済学のいずれの分野におい
ても重要だとみなされている上位 6 誌の総合的学術誌（Econometrica、American Economic 
Review、Journal of Political Economy、Quarterly Journal of Economics、Review of Economic 
Studies、Journal of Economic Theory）を対象とし、本研究所所属の教員がそれらに掲載した
論文数を合計すると 57 本となる。それに対し、国内の他の 4 つの経済・社会科学系附置研
究所（東京大学社会科学研究所、一橋大学経済研究所、大阪大学社会経済研究所、神戸大
学経済経営研究所）に所属の教員の上位 6 誌掲載論文数の総計は 31 本なので、本研究所は
単独でそれを上回ることになる。 
論文・著書の被引用数は、SSCI (Social Sciences Citation Index, Web of Science)のデータに
基づいて集計した。それによると、本研究所所属の教員による論文・著書被引用数は 2167
件となる。他の 4 附置研究所所属の教員の論文・著書被引用数の総計は 3370 件であり、本




（以上、2010 年 3 月本研究所調べ） 
 上位 6 誌掲載論文数 
京都大学経済研究所 57 
他 4 附置研究所合計 31 
 論文・著書被引用数 
京都大学経済研究所 2167 





















30 35 37 32 
計量経済学セミナー 14 17 15 9 
経済研究所研究会 6 3 3 5 
COE 研究会 1 ― ― ― 
契約理論研究会 0 0 0 2 
都市経済学ワークショップ 14 9 11 11 
先端政策分析研究会 ― 8 6 6 
マクロ経済学･経済システム
研究会 
21 20 18 16 
その他 1 0 1 7 
合 計 87 92 91 88 





2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 













アジア 8 13 27 11 
北米 22 14 27 11 
中南米 0 0 0 0 
ヨーロッパ 18 25 17 14 
オセアニア 4 4 3 3 
中東 1 0 2 2 
アフリカ 0 0 1 0 
合 計 53 56 77 41 
 
国際シンポジウムの開催 
2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 
7 件 5 件 4 件 4 件 12 件 
 
３－３ 若手研究者（PD）の受入 
2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 
20 人  20 人 25 人 22 人 16 人 
所　長 矢　野　　　誠 ・・・・・・・・ 218
副所長 溝　端　佐登史 ・・・・・・・・ 185
教　授 照　山　博　司 ・・・・・・・・ 160
教　授 小佐野  　　    広 ・・・・・・・・ 132
准教授 中　嶋　智　之 ・・・・・・・・ 166
准教授 奥　井　　　亮 ・・・・・・・・ 127
教　授 溝　端　佐登史 ・・・・・・・・ 185
教　授 原　　　千　秋 ・・・・・・・・ 174
教　授 若　杉　隆　平 ・・・・・・・・ 231
教　授 三　野　和　雄 ・・・・・・・・ 204
助　教 阿　部　光　敏 ・・・・・・・・ 100
教　授 今　井　晴　雄 ・・・・・・・・ 115
教　授 有　賀　　　健 ・・・・・・・・ 102
教　授 梶　井　厚　志 ・・・・・・・・ 137
准教授 関　口　　　格 ・・・・・・・・ 154
教　授 柴　田　章　久 ・・・・・・・・ 150
教　授 矢　野　　　誠 ・・・・・・・・ 218
教　授 西　山　慶　彦 ・・・・・・・・ 169
教　授 森　　　知　也 ・・・・・・・・ 211
教　授 新後閑　　　禎 ・・・・・・・・ 147
教　授 一方井　誠　治 ・・・・・・・・ 107
教　授 横　田　正　文 ・・・・・・・・ 227
准教授 上　田　淳　二 ・・・・・・・・ 123
准教授 丸　山　達　也 ・・・・・・・・ 182
准教授 八　代　尚　光 ・・・・・・・・ 216
グローバルCOE
特定助教 小松原　崇　史 ・・・・・・・・ 143















職歴 2005年 - 2007年 京都大学経済研究所産学官連携助手、科学技術振興助手、
2007年 - 2011年 京都大学経済研究所助教






1 Yasukawa, N., Nishihara, K., Abe, M., Moriya, K., Sakai, T.: User Evaluation of Information
Presentation System for Nature Observation. Fourth International Conference on Creating,
Connecting and Collaborating through Computing (C5 2006), IEEE Computer Society Press
(2006)
孫暁萌, 吉村哲彦, 阿部光敏, 酒井徹朗: 環境ポスターの意図を読み解く環境教育の教材評





Abe, M., Yoshimura, T., Koizumi, S., Hasegawa, N., Osaki, T., Yasukawa, N., Koba, K.,
Moriya, K., Sakai, T.: Virtual forest: design and evaluation of a walkthrough system for forest







































氏名 有賀  健 Kenn Ariga
生年 1950年

































‘Employment and Wage Adjustments at Firms under Distress in Japan: An Analysis Based upon
a Survey,’(with Kambayashi Ryo) Journal of The Japanese and International Economies,  24(2)
213-235,2010
"How do high school graduates in Japan compete for regular, full time jobs? An empirical
analysis based upon an internet survey of the youth," (with Fumio Ohtake, Masko Kurosawa, and
Masaru Sasaki) Japanese Economic Review forthcoming
“On the efficiency costs of de-tracking secondary schools in Europe,”(with Ariga Ken, Brunello

















“Hot & Spicy: Ups and Downs on the Price Floor and Ceiling at Japanese Supermarkets,” (with
K. Matsui and M. Watanabe) Pacific Economic Papers  316, 2001
“Fast Track: Is It in the Genes? The Promotion Policy of a Large Japanese Firm,” (with G.
Brunello and Y. Ohkusa), Journal of Economic Behavior and Organization  38: 385-402, 1999
“Determinants of Individual Firm Mark-up in Japan; An Econometric Study on the Impact of
Market Concentration, Market Share and FTC’s Regulation,”  (with K.G. Nishimura and Y.
Ohkusa), Journal of the Japanese and International Economies  13: 424-450, 1999
“Estimating Mark-up over Marginal Cost and Returns to Scale at Firm Level: A New Approach
Applied to a Panel of Japanese Firms,” (with Nishimura, K.G. and Y. Ohkusa),   International
Journal of Industrial Organization  17: 1077-111, 1999
"Price Formation in the Distribution Channel," (with Y. Ohkusa) P. Sheard (ed.) Japanese
Firms, Finance and Markets , London: Addison Wesley, 1996
"The Optimal Timing of School Tracking: A General Model with Calibration for Gernany,"
(with G.Brunello and M.Gianni)  in Woessmand and Peterson (eds.) Schools and the Equal
Opportunity Problem , MIT Press, 2007
"Mismeasurement of the CPI," [wirh K. Matsui] (2003), in Blomstrom et al . eds.: Structural
Impediments to Growth in Japan , University of Chicago Press for National Bureau of Economic
Research
"Some Evidence on the Trade Credit Practices of Japanese Trading Companies" (with G. W.
Emery) in Advances in Pacific Basin Financial Markets  2(B): 237-252, Greenwich: JAI Press,
1996
"Is the Tenure-Wage Profile Really Steeper in Japan?," (with G. Brunello) in M. Okabe (ed.)
The Structure of the Japanese Economy , London: Macmillan, 1995
"Are Education and Training always Complements? Evidence from Thailand," (with Giorgio
Brunello) in Industrial and Labor Relations Review 59(4): 613-629, 2006
"Promotions, Skill Formation and Earnings Growth in a Corporate Hierarchy," (with G. Brunello
and Y. Ohkusa) Journal of the Japanese and International Economies  11(3): 347-384, 1997
"Earnings and Seniority in Japan: A Re-appraisal of the Existing Evidence and a Comparison
with U.K." (with G. Brunello and Y. Ohkusa) Labor Economics  4: 47-69, 1997
"Occupational and Internal Labor Markets in Japan" (with G. Brunello and Y. Ohkusa)
Industrial Relations  36: 446-73, 1997
"Horizontal Transfer, Vertical Promotion, and Evolution of Firm Organization," Journal of the
Japanese and International Economies, 20(1): 20-49, 2006
“The Effect of Training Policy for Non-Regular Employees and Human Resource Management,”
(with Kambayashi Ryo, and Sano Yasuhide) Japan Labor Review  6(4): pp12-41
‘The Employment Rigidity in Japan: its Causes and Consequences,”(with Okazawa Ryosuke) in
Japan's Bubble, Deflation, and Long-term Stagnation,  edited by K. Hamada, A. Kashyap, and


























"On Exchange Rate Variability," Economic Studies Quarterly  37 (4): 300-318, 1986
"Trade Credits and Interfirm Transactions in Japan: Econometrics Analysis Using Microdata,"
(with G.W.Emery) in Czerkawski ed.: Japanese Management Challenges and Applications for
Business Executives , Academic Press, 1993
"Corporate Hierarchy and Promotion Policy," (with G.Brunello) in Czerkawski ed.: Japanese
Management Challenges and Applications for Business Executives , Academic Press, 1993
"Japanese Distribution System," (with Y.Ohkusa and H.Namikawa) Ricerche Economiche  XLV
(2-3): 185-230, 1991
"Price Flexibility in Japan, 1970-1992:  A Study of Price Formation in the Distribution Channel,"
(with Y. Ohkusa) Pacific Economic Papers 238, 1994, also in International Journal of Industrial
Organization  16(5): 639-64, 1998
"Recent Changes in the Internal Structure of Wages and Employment in Japan" (with G.
Brunello) Journal of the Japanese and International Economies  9(2): 105-129, 1995
「企業内訓練と人的資源管理策」（黒澤昌子、大竹文雄と共著）　林文夫編『経済制度の実証
分析と設計』、第1巻　けい草書房、2006年










"Promotion, Corporate Hierarchy and Firm Growth: Japanese Internal Labor Market in
Transition," (with  G.Brunello, Y.Ohkusa and Y.Nishiyama) Journal of the Japanese and




「日本の流通業における Market Foreclosure としての長期取引関係, II 」『ファイナンシャルレ
ビュー』（並河永と共著）21号1991年














































































































































































































































































International Symposium on Global Sustainability- Social Systems and Technological Strategies
–でまとめ担当として参加、平成19年1月15日・16日（日本）





























































「Measures of GHG Reduction and Sustainable Society」KSI/IR3S International Symposium on















































































































































・ 山陽新聞 平成 18 年 12 月 1 日  「環境と経済 橋渡しを」 
・ 汎交通  平成 18 年 1 月号    「地球温暖化問題から見た今後の社会経済」 
 ・ 雑誌「世界」平成 19 年 9 月号   「企業の取り組みから見える日本の課題」 
113
 ・ 雑誌「経済セミナー」平成 20 年 6 月号   「企業の選択：セクター別アプローチ
は有効な政策手法であるのか」 
 
 ・ 読売新聞 平成 20 年 7 月 10 日   「低炭素社会のリード役に」 
 ・ 時事トップ・コンフィデンシャル 平成 20 年 7 月 29 日  「積極的推進こそ日本
の生き残る道 洞爺湖サミットと温暖化対策の今後」 
 ・ 日経ＢＰネット 平成 21 年 1 月 6 日  「温室効果ガスの削減対応はどこまで？日
本の実態と課題」 
 ・ 日本経済新聞 平成 21 年 3 月 15 日  「企業行動から見た日本の気候変動政策の
課題/長期政策フレームワークを/省庁の壁を超えた政策統合」 
 ・ 茨城新聞 平成 21 年 5 月 12 日  「新時代の気候変動政策を」 
 ・ 環境会議 平成 21 年春号  「国民負担額から見た経済との両立」 
 ・ 貿易と関税 平成 22 年度第 59 巻第 1 号  「低炭素化時代の日本の選択－我が国
の対応と課題」 










・ 岐阜聖徳学園大学助教授（大堀秀一研究員（平成 17 年度～平成 18 年度）） 
・ 財務省財務総合研究所研究官（石川大輔研究員（平成 17 年度～平成 20 年度）） 
・ 名古屋学院大学講師（佐々木健吾研究員（平成 19 年度～平成 20 年度）） 
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Fragmented Society and Provision of Meeting Places to Foster Social Preferences Yonezaki,
Katsuhiko, Imai, Haruo (2009-12)  The Kyoto economic review, 78(2): 115-126
Haruo Imai, Jiro Akita and Hidenori Niizawa, "Incentives for Technology Development and
Project Based Mechanisms: Case of Renewable Energy Project," Jordan Journal of Mechanical
and Industrial Engineering, Vol.4, No.1, pp.29-34, 2010.
日本経済学, Economietric Society, American Economic Association
“On the Neutrality of Coalition Formation in a Pure Bargaining Problem,” (2005), Japanese
Economic Review, 56, 352-362, with Naoki Watanabe
"Incomplete Insurance and Absolute Risk Aversion"(1981)　Economics Letters, v.8, p107-112,
with T. Itoh and J. Geanokaplos
"CBD Hypothesis and Economies of Agglomeration" (1982) J.E.T., v. 28, p275-299
"Voting, Bargaining, and Factor Income Distribution" (1983) J. of Math. Econ., v. 11, p211-233
"On Harsanyi's Solution" Int. J. of Game Theory, v.12, (1983) 161-179
"Individual Monotonicity and Lexicographic Maxmin Solution" Econometrica, (1983) v. 51,
p389-401








"Two Sided Bargaining and Toughness of Players" (1992) in The Development of Science for
the Improvement of Human　Life, F. Casprini & R. Barbucci (eds.), pp. 209-227, University of
Siena
"Representative Bargaining Solution for Two-Sided Bargaining Problems" (2000) Mathematical
Social Sciences, vol. 39, p349-365, with H. Salonen
“Preemption by Baseline" (2011),  Revista Investigcion Operacional, 32-1, 1-11, with Jiro Akita
and Hidenori Niizawa
"Some Aspects of Application of Game Theory to Economics", (1990)  in The Proceedings of
the International Conference on　Mathematical Economics and its Relevance for Development,
















18 Haruo Imai, “Game Analysis of Kyoto and Post-Kyoto Schemes,” Ibrahim Dincer et al., (eds.),
Global Warming, Engineering Solution, Springer Verlag, 2009, pp.407-422.
 “On the Incentive Consequences of Alternative CDM Baseline Schemes,” (2003) in T. Sawa
eds. International Frameworks and Technological Strategies to Prevent Climate Change,
Springer, 110-126, with J. Akita.
“Campaign Competition and the Effect of Information Technology,” (2003) in Proceedings of
PISTA 03, p235-39, with.
“Coordination Problems in E-Government,” (2004) in Proceedings of PISTA 04, p60-66, with
Kuninori　Nakagawa
“Advertising Competition with bounded memories on the side of Consumers,” (2004) in
Proceedings of International Conference on Dynamic Games 2004, (cd-format), with　 M. Horie
“Effects of alternative CDM baseline schemes under an imperfectly competitive market
structure” (2008) 307-33, with J. Akita and H. Niizawa, in Game Theory and Policy Making in
Natural Resources and theEnvironment, A. Dinar, J. Albiac, and J. Sanchez-Soriano eds.,
Routledge
"Bargaining under the Pressure of Burning Money," (1996)　in The Development of Science for
the Improvement of Human　Life III: Section Economics, F. Casprini ed., 111-118, University
of Siena
"On the Possibility of Cross-Ownership in an Incomplete Contract Model," (1994)　in
Proceedings of the II Kyoto-Siena Symposium vol, 2, Y. Imanishi ed., 121-132, Kyoto
University. (w/ C. Yoon)
"Coexisting Multiple Networks Mediating Multi-Layered Coalition Structure" (2009) with K.
Yonezaki, in Proceedings of EMNEt International conference on Economics and Management of
networks, CD format
"De Facto Delegation and proposer Rules"(2008) in Neogy, et. al. eds., Mathematical
Programming and Game Theory for Decision Making, World Scientific, 327-337, with Katsuhiko
Yonezaki
"CDM domino," (2007) with J. Akita and H. Niizawa, in L. Petrosian and N. Zenkevich eds.
Contributions to Game Theory and Management 2007, 177-188.
"Game Analysis of Kyoto and Post-Kyoto Schemes," (2009) in Dincer, I.; Midilli, A.; Hepbasli, A.;
Karakoc, T.H. (Eds.) Global Warming, Engineering solution, pp407-22, Springer Verlag.
"Emission Market at the End of the Commitment Period," (2009) with R. Ishii, in Dincer, I.; Midilli, A.;
Hepbasli, A.; Karakoc, T.H. (Eds.) Global Warming, Engineering solution, pp399-406, Springer Verlag.
Technology development and project based mechanisms in international climate change policy
(2009) with J. Akita and H. Niizawa, In Anderssen, R.S., R.D. Braddock and L.T.H. Newham
(eds) 18th World IMACS Congress and MODSIM09 International Congress on Modelling and
Simulation. Modelling and Simulation Society of Australia and New Zealand and International
Association for Mathematics and Computers in Simulation, pp. 2192-2198. ISBN: 978-0-
9758400-7-8. http://www.mssanz.org.au/modsim09/F7/imai.pdf
"The Impact of Ex-Ante versus Ex-Post CDM Baselines on a Monopoly Firm"(2009) with J. Akita and H.
NIizawa. In Anderssen, R.S., R.D. Braddock and L.T.H. Newham (eds) 18th World IMACS Congress and
MODSIM09 International Congress on Modelling and Simulation. Modelling and Simulation Society of
Australia and New Zealand and International Association for Mathematics and Computers in Simulation,
July 2009, pp. 2178-2184. ISBN: 978-0-9758400-7-8. http://www.mssanz.org.au/modsim09/F7/akita.pdf
“Coalitional Effect in a Pure Bargaining Model: An Example with Nonlinear Utilities” (2005)





















Pure Bargaining Game" Proceedings of 14th ISDG, 2010,
http://cse.stfx.ca/~isdg2010/sub/FILESP/p39.pdf
”Private Contracts and Efficiency:An Example,” CAEA WP 048, December, 2004, with Harrison
Cheng.
"経済学で考える（ゲームの理論と経済学）" (1991) 経済セミナー  4月号p6-10









"Pre-Negotiation for an International Emission Reduction Game" FEEM Working Paper No.
106. 2002  



























































 ・開講年度（前期・後期） 2003 年度 後期  
開講科目名 経済社会のゲーム分析 
2003 年前期-2006年前期 
 英語講義（リレー2コマ）：“information and society” 
 
 経済学部 
・ 開講年度（前期・後期） 2003 年度 後期-2011年度後期 
 開講科目名 「ゲーム理論と応用ミクロ」（大学院共通講義） 
 
 学部ゼミ 
































“A dynamic Chamberlin-Heckscher-Ohlin model with endogenous time preference,” with T.
Kikuchi and K. Shimomura, International Economy,  Vol. 12, pp28–42, 2008
“Giffen behavior independent of the wealth level,” with J. Doi and K. Shimomura, Economic
Theory,  Vol. 41, Issue 2, pp247–267, 2009
“Indeterminacy in the free-trade world,” with J. Doi and K. Shimomura, Journal of Difference
Equations and Applications,  Vol. 13, Issue 2 & 3, pp135–149, 2007
“Strategic divisionalization, product differentiation and international competition,” with T.
Kikuchi, Journal of the Korean Economy,  Vol. 8, Issue 2, pp295–303, 2007
“Cost heterogeneity and strategic divisionalization,” with T. Kikuchi, Kobe University Economic
Review, 神戸大学経済学研究科、Vol. 53, pp31–33, 2007
「間接ネットワーク効果と国際貿易」、菊地徹と共著、『国民経済雑誌』、神戸大学経済経営学
会、第197巻第3号、pp65–73, 2008
“A family of utility functions which generate Giffen paradox,” with K. Shimomura,『経済学論
究』、関西学院大学経済学部研究会、第60巻第3号、pp29–45, 2007
“Pareto-improving trading clubs without income transfers,” with R. Riezman and K. Shimomura,
in Long, N.V., Tawada, M. and Tran-Nam, B. eds, Globalization and Emerging Issues in Trade
Theory and Policy, Chapter 10, Bingley, UK: Emerald, pp139–162, 2008
“Software provision, indirect network effects and trade patterns,” with T. Kikuchi, Economics













“A dynamic two country Heckscher-Ohlin model with non-homothetic preferences,”　with Eric
W. Bond and K. Nishimura, Economic Theory,  forthcoming
“Poverty trap and inferior goods in a dynamic Heckscher-Ohlin model,” with Eric W. Bond and
K. Nishimura, Macroeconomic Dynamics,  forthcoming
“Indirect network effects and the impact of trade liberalization: A note,” with T. Kikuchi,
Journal of International Trade and Economic Development,  Vol. 18, Issue 4, pp541–552, 2009
“Multiple equilibria in a dynamic two country model,” with K. Nishimura, in  Dastidar, K. and
Mukhopadhyay, H. eds., Dimensions of Economic Theory and Policy: Essays for Anjan
Mukherjee , Oxford: Oxford University Press, forthcoming
“Software Provision and the Impact of Market Integration,” with T. Kikuchi, Review of
International Economics,  forthcoming
“Competing industrial standards and the impact of trade liberalization,” with T. Kikuchi,
International Economic Journal,  forthcoming
「時間選好率格差と貿易インバランス」、菊地徹と共著、『国民経済雑誌』、神戸大学経済経営
学会、第201巻第3号、pp81–94, 2010
“A simple model of service trade with time zone differences,” with T. Kikuchi, International
Review of Economics & Finance,  Vol. 19, pp75–80, 2010
 “Interregional trade, industrial location and import infrastructure,” with T. Kikuchi,


































氏名 上田淳二 Junji Ueda
生年 1972年
学歴 1994年 東京大学経済学部経済学科 卒業
1997年 ランカスター大学修士課程（ファイナンス専攻）
1998年 ロンドン大学（LSE)修士課程（経済学専攻）





































"Japan's current economic and fiscal policy against global recession and strategy for fiscal























































「Structural aspects of Japanese budget - volatile elasticity of taxrevenue」「Public Finance
Workshop - Fiscal Policy: What Lessons from　the Crisis? (Bank of Italy)」、2010年3月27日、ペ
ルージャ
「Japan’s Current Fiscal Policy and Strategy for Fiscal Consolidation」、Budgeting: Countering

































































































“Constructing Optimal Instruments by First Stage Prediction Averaging,” (Guido Kuersteiner and
Ryo Okui), Econometrica (2010), 78(2):697-718, DOI: 10.3982/ECTA7444
“Shrinkage GMM Estimation in Conditional Moment Restriction Models,” Journal of the
Japan Statistical Society (2009), 39(2):239-255
“Olympic Athlete Selection,” (Yoichi Hizen and Ryo Okui), The B.E. Journal of Economic
Analysis & Policy (2009), vol. 9: Iss. 1 (Topics), Article 46, DOI: 10.2202/1935-1682.2257
“Testing Serial Correlation in Fixed Effects Regression Models Based on Asymptotically
Unbiased Autocorrelation Estimators,” Mathematics and Computers in Simulation (2009),
79:2897-2909, DOI: 10.1016/j.matcom.2008.08.006
The Optimal Choice of Moments in Dynamic Panel Data Models,” Journal of Econometrics
(2009), 151:1-16, DOI: 10.1016/j.jeconom.2009.04.002
“Panel AR(1) Estimators under Misspecification,” Economics Letters (2008), 101(3):210-213,
DOI: 10.1016/j.econlet.2008.08.009
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations for Panel Data
with Incidental Trends,” Economics Letters に掲載許可
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations with Long
Panel Data,” Econometric Theory (2010), 26:1263-1304, DOI: 10.1017/S0266466609990582
“A Puzzling Phenomenon in Semiparametric Estimation Problems with Infinite-Dimensional
Nuisance Parameters,” (Kohtaro Hitomi, Yoshihiko Nishiyama and Ryo Okui), Econometric
Theory (2008), 24:1717-1728, DOI: 10.1017/S0266466608080699
“Instrumental Variable Estimation in the Presence of Many Moment Conditions,” Journal of
Econometrics に掲載許可
“Doubly Robust Instrumental Variables Regression,” (Ryo Okui, Dylan Small, Zhiqiang Tan and













2005年 The Hiram C. Haney Fellowship Award in Economics
2004年 The Maloof Family Dissertation Fellowship in Economics
2002年 The Lawrence Robbins Prize in Economics
京都大学
2000-2001年 旭硝子財団奨学金
1 2010-2015年 日本学術振興会(科学研究費補助金, 基盤研究B, 22330067), “意思決定
構造の計量経済モデルにもとづくセミ・ノンパラメトリック統計解析とその応
用,” 西山慶彦(研究代表者), 人見光太郎, 永井圭二,依田高典との共同
研究
2 2010-2013年 日本学術振興会(科学研究費補助金, 若手研究B, 22730176), “パネル
データのための時系列解析統計量の開発,”
3 2009-2011年 京都大学(若手研究者スタートアップ研究費) “パネルデータを使用
して自己共分散と自己相関を推定する方法の開発,”
4 2008-2009年 Research Grants Council (HKUST643907) “Analysis of autocovariance
with panel data: Persistency versus unobserved heterogeneity,”
5 2007-2010年 香港科技大学(RPC06/07.BM04) “Private Signals, Information Processing
and the No Trade Theorem - An Experimental Investigation,” with Tanjim
Hossain (principal investigator) and Sudipto Dasgupta,
6 2005-2007年 香港科技大学(DAG05/06.BM16) “Bootstrap Based Criteria for Choosing




“Efficient Estimation of Autocovariances for Panel Data with Individual Effects under Cross
Section　and Time Series Asymptotics,” (Haruo Iwakura and Ryo Okui), 平成23 年(2011 年)2
月
“Hahn-Hausman Test as a Specification Test,” (Yoonseok Lee and Ryo Okui), 平成22 年(2010
年)10 月
“City Size Distribution and Economic Growth: The Case of China,” (Ting Jiang, Ryo Okui and
Danyang Xie), 平成20 年(2008 年)12 月
“Subjective Beliefs and Risky Behavior in Youths,” (Sankar Mukhopadhyay and Ryo Okui), 平
成20 年(2008 年)10 月
受賞歴なら
びに栄誉
“The Binarized Scoring Rule of Belief Elicitation,” (Tanjim Hossain and Ryo Okui), 平成23 年
(2011年)2 月
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations with Panel Data




“納得できるオリンピック選手の選び方,” (奥井亮, 肥前洋一) ゲーム理論＋プラス, 経済
セミナー増刊, pp. 114–117, 平成19 年(2007 年)6 月発行
“香港における統計教育,” 日本統計学会会報, No.131, 平成19 年(2007 年)4 月発行
“香港で教育に携わって感じたこと,” 東アジアへの視点, pp. 65-66, 第17 巻3 号, 平成18
年(2006年)9 月発行
“モーメント条件が多い場合の推定と検定,” 経済論叢, 第183 巻, 第2 号, pp. 55-65, 平成21 年
(2009 年)4 月
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中級計量経済学, 応用計量経済学(大学院学部共通), 平成22 年度後期
中級統計学(大学院), 平成22 年度前期
授業(香港科技大学)
ECON528, Applied Econometrics (修士課程学生向け), Spring 2009
ショートレクチャー
査読者
ECON399F, Public Economics (学部生向け), Spring 2006
ECON233, Introduction to Econometrics (学部生向け), Fall 2005, Spring 2006, Fall 2006, Fall
2007, Spring 2008, Fall 2008, Spring 2009
“Recent Development in Panel Data Analysis,” 一橋大学, 平成21 年(2009 年)6 月
学会活動
Far East and South Asia Meeting of the Econometric Society, 東京, 8 月; International
Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2009), 京都, 7 月; 大阪大学, 1 月;
京都大学, 1 月; 関西計量経済学研究会, 神戸, 1 月
ECON328, Econometrics for Cross-Section and Panel Data (学部生向け), Spring 2007
ECON530, Econometrics (博士課程学生向け), Spring 2008
University of Pennsylvania, 11 月; Yale University, 10 月; Yale University, 9 月; 京都大学, 7
月; Far Eastern Meeting of the Econometric Society, Seoul, 韓国, 6 月
MODSIM07, Christchurch, New Zealand, 12 月: Hitotsubashi Conference on Econometrics,11
月; 　京都大学, 8 月; 14th Conference on Panel Data, 廈門, 中国, 7 月; Far Eastern Meeting of
the Econometric Society, 台北, 台湾, 7 月; 東京大学, 6 月; 横浜国立大学, 6 月; 一橋大学, 6
月; The Third Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2007), 香港, 4 月;関
西計量経済学研究会, 横浜, 2 月; 北海道大学, 1 月; 神戸大学, 1 月
The Fourth Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2008), Seoul, 韓国,5
月; 関西計量経済学研究会, 大阪, 2 月
Hitotsubashi Conference on Econometrics, 11 月; 横浜国立大学, 11 月; 第13 回情報論的学習
理論ワークショップ(IBIS2010), 東京, 11 月; CIREQ seminar, Concordia University, 10 月;
International Symposium on Econometric Theory in Honor of Takeshi Amemiya’s Contribution
to Econometrics, 上海, 中国, 8 月; 東京大学, 6 月; 日本経済学会春季大会, 千葉, 6 月;
International Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2010), Singapore,　4
月; 関西計量経済学研究会, 京都, 1 月
日本統計学会春季大会, 東京, 3 月; 名古屋大学, 1 月; 関西計量経済学研究会, 大阪, 1 月
Conference in honor of Professor Kimio Morimune’s “Kanreki,” 京都, 7 月; Universidad Carlos
III de Madrid, 6 月; アジア経済研究所, 6 月; 香港科技大学, 4 月; Hitotsubashi Conference
on Econometrics, 1 月
福岡大学, 12 月; MODSIM05, Melbourne, Australia, 12 月; 神戸大学, 6 月; 12th Conference
on Panel Data, Copenhagen, Denmark, 6 月; 京都大学, 6 月; 慶応大学, 6 月; 香港科技大学, 2
月; 高麗大学校, 2 月; Singapore Management University, 2 月; 筑波大学, 2 月; University of
Wisconsin-Madison, 2 月; Carleton University, 1 月; University of Michigan, 1 月; University of
Western Ontario, 1 月
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日本経済学会春季大会, 千葉, 平成22 年(2010 年)6 月
The Third Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2007), 香港, 平成19年
(2007 年)4 月
2009 International Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2009), 京都, 平
成21 年(2009 年)7 月8 月
International Econometric Review (旧Eurasian Review of Econometrics), 平成18 年(2006年) よ
り
Econometrica, Econometric Theory, Journal of Econometrics, Econometric Reviews, Journal of
Business and Economic Statistics, Economics Bulletin, Journal of Applied Econometrics, Annals
of the Institute of Statistical Mathematics, Journal of Time Series Analysis, Journal of the
American Statistical Association, Communications in Statistics - Theory and　Methods, Journal
of Systems Science and Complexity,　Research Grants Council of Hong Kong
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Probleｍs and Perspective in Management,Associate Editor
『コーポレート・ガバナンスの経済学』（日本経済新聞社）2001年
『現代の金融と政策』（日本評論社）2000年（本多佑三氏と共編）
"Incentive Transfer Schemes with Marketable and Nonmarketable Public Services," (with


























崎真美子氏,中村友哉 氏と共著） 『金融研究』 Vo.29, pp.1-45、2010年






"貸し手責任と環境汚染," (小林磨美氏と共著) Journal of Economic Research, Vol. 8, pp.
169-178, 2003.
"Double Moral Hazard and Renegotiation," (with Mami Kobayashi) Research In Economics,
Vol.59, pp.345-364, 2005.
"Optimal Scheme of Injection of Public Funds Under Moral Hazard Incentive for Banks,"The
Japanese Economic Review,  Vol.56, pp.223-247, 2005.
"Reformong Corporate Governance and employment Relations," (with Mami Kobayashi) Japan
Labor Review,  Vol.2, pp. 58-80, 2005.
"On Executive Agency Systems," (with Keizo Mizuno and Nobuo Akai) Osaka Economic
Papers,  Vol.55, pp.153-159, 2005.
"中央銀行に対する最適契約と公債政策,"（内田浩史，藤木裕氏と共著）The Japanese
Economic Review, Vol. 55, pp .372-400, 2004.
"日本における生命保険会社の動学的資産分析," (福田祐一氏と共著), Problems and
Perspectives of Management, pp. 43-58, 2003.
"Ｍ＆Ａ時におけるストック・オプションと従業員の企業特殊人的資本," Journal of
Corporate Finance, Vol. 10, pp. 615-638, 2004.
"資産動学と企業組織の内生的デザイン," The Japanese Economic Review, Vol. 54, pp. 300-
323, 2003.
"エージェンシィ問題のもとでの経営者交代の最適タイミング," (堀敬一氏と共著)
Journal of Economic Dynamics and Control,  Vol.33, pp.1962-1980, 2009.
"Reforming corporate Governance and Employment Relations," (with Mami Kobayashi)
Employment Relations: Changing Scenario,  Bharti Thakor ed (ed.), 2008.
"Security Design, Insider Monitoring, and Financial Market Equilibrium," Corporate
Governcne and Corporate Finance,  Ruud A.I.van Frederikslust, James S. Ang and P. Sudi
Sudarsanam (eds.), Routledge, New York, 2008.
"経営者報酬契約と銀行救済政策," Journal of Banking and Finance, Vol. 26, pp. 25-49, 2002.
"預金保険と銀行規制のもとでの銀行への資本注入,"「銀行，資本市場，およびコーポ
レート・ガバナンス」（橘木俊詔氏と共著）Palgrave, New York, 2001に所収
"プリンシパルの再交渉オファーを持つ複数エージェント・インセンティブ契約の実
行," Review of Economic Design, Vol. 4, pp. 161-177, 1999.
"証券デザイン，インサイダー・モニタリング，および金融市場均衡　,"　European
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367, 1996.
"株式持合いと企業支配," Journal of Banking and Finance, Vol. 20, pp. 1047-1068, 1996.
"私的情報経済における再交渉防止ロテリー均衡," Journal of Economic Theory, Vol. 65,
pp. 435- 467, 1995.
"メインバンク・システム，暗黙契約，および後払い賃金システムの信頼性," (芹田敏夫
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"Generalized Utilitarianism and Harsanyi's Impartial Observer Theorem" [with Simon Grant, Ben
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"Interim Efficient Allocations under Uncertainty", [with Takashi Ui], Journal of Economic
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5月17－18日　Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets
(part 2)　Ajou University 大韓民国
8月17日　"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"　The World
Congress of the Econometric Society, （上海・中華人民共和国）
9月27－28日　Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets
(part 3)　Ajou University 大韓民国
3月21日　シンガポール国立大学経済学部　"Optimal taxation and constrained inefficiency
in an infinite-horizon economy with incomplete markets"
11月25－26日　Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets
南京大学　中華人民共和国
3月22日　シンガポール経営大学経済学部　"Optimal taxation and constrained inefficiency






4月28日　Collegio Carlo Alberto　（トリノ、イタリア) 　"Complete Hypergraphs: Applications to
Decision Theory and Game Theory"
3月18－19日　Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets
(part 1)　Ajou University 大韓民国
4月6日　京都大・富山大合同コンファレンス　"A refinement of the Myerson Value"




5月13日　European University Institute （フィレンツェ、イタリア）　"Sunspot Equilibria in a
Production Economy: do rational animal spirits cause overproduction?"
7月18日　Far East and South Asian Meeting of the Econometric Society 2008 招待講演
"Complete Hypergraphs: Applications to Decision Theory and Game Theory"
9月11日　University of Venice, Economic Theory workshop "Welfare distributions in sunspot
equilibria"
8月18日　 The 4th General Equilibrium Theory Workshop in Asia (GETA2007)　at National
University of Singapore 　"Welfare gains and losses in Sunspot equilibria"
3月10日　京都大学経済教育シンポジウム　「ゲームの理論と経済社会論入門」
9月28日　復旦大学経済学部（上海）　"Constrained inefficiency and optimal taxation under
uninsurable risks"
8月12日　SWET2009(北海道夏季研究集会）（北海道大学） "Constrained inefficiency and
optimal taxation under uninsurable risks"
1月9日　School of International Trade and Economics (SITE), of University of International
Business and Economics (UIBE)　（北京・中華人民共和国）"Constrained inefficiency and
optimal taxation under uninsurable risks"
1月7日　School of International Trade and Economics (SITE), of University of International
Business and Economics (UIBE)　（北京・中華人民共和国）"Introduction to Game Theoretic
Analysis in Economics"
12月11日　一橋大学経済学研究科　"Constrained inefficiency and optimal taxation under
uninsurable risks"
12月1日　シンガポール国立大学経済学部　"Constrained inefficiency and optimal taxation
under uninsurable risks"
9月15日　日本経済学会秋季大会（近畿大学）　中原賞受賞記念報告　 "Sunspot Equilibria
in a Production Economy: do rational animal spirits cause overproduction?"
7月3日　神戸大学経済学部　"Constrained inefficiency and optimal taxation under
uninsurable risks"
6月26日　東北大学大学院情報科学研究科　"Constrained inefficiency and optimal taxation
under uninsurable risks"
10月24日　法政大学経済学部　"Constrained inefficiency and optimal taxation under
uninsurable risks"
9月29日　南京大学経済学部（南京）　Introduction to Game Theoretic Analysis in Economics
4月14日　"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks" Carlos III
University （マドリッド・スペイン）
11月10日　Center for Economic and Policy Research (CEPR), "Constrained inefficiency and
optimal taxation under uninsurable risks"





7月1日　The third Asian Workshop in General Equilibrium Theory (GETA2006), "Interim
Efficient Allocations under Uncertainty."
6月13日  日本経済学会春季大会特別報告（青山学院大学） "Refinements and Higher Order
Beliefs: A Unified Survey "
9月11日  第４回 ディセントラライゼイションコンファレンス（立命館大学経済学部（草津キャン
パス））"Decomposable Choice under Uncertainty.
1998年
2001年
8月14日　World congress of the econometric society (シアトル）にて発表 "On the Range of






5月16日　Institute for Mathematical Sciences (IMS) at the National University of Singapore
(NUS) "Trade with Heterogeneous Multiple Priors"
5月24日　COE公開講座「戦略的思考の技術：ゲーム理論入門」（京都大学時計台ホール）
12月17，18日　2nd International conference on Economic Theory（京都にて開催)　"Trade
with Heterogeneous Multiple Priors"
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"Equilibrium Selection in the Yano Model of Price Leadership," Pacific Economic Review 13,
649--655, 2008.
"Law and Economics of M&A Markets," in Makoto Yano, ed., The Japanese Economy - A
Market Quality Perspective, Keio University Press, 2008, with Makoto Yano.
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences," International Journal of
Economic Theory 2, 365--383, 2006, with Makoto Yano.
"On Yano's Price Leadership Game," in Takashi Kamihigashi and Laixun Zhao, eds.,
International Trade and Economic Dynamics: Essays in Memory of Koji Shimomura, Springer,
2008, with Makoto Yano.
『消費者の時間整合性の問題』，三菱経済研究所，2007．
KIER-Pacific Economic Review Workshop on Economics and Economic Policies
"Competition and the Creation and Destruction of Inertia"
2011年2月28日（月曜日）会場：ウェスティン都ホテル京都
IEFS Japan Annual Meeting 2010
"Competition and the Creation and Destruction of Inertia"
2010年11月20日（土曜日）会場：神戸大学六甲台第三学舎
10th SAET Conference on Current Trends in Economics
"Consumer Inertia and Market Structure"
2010年8月15日（日曜日）会場：Grand Copthorne Waterfront Hotel, Singapore
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日本経済学会2005年秋季大会
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年9月17日（土曜日） 会場：中央大学多摩キャンパス
法と経済学会第４回全国大会
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2006年7月22日（土曜日） 会場：政策研究大学院大学
IEFS Japan Annual Meeting 2005
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年12月23日（金曜日） 会場：神戸大学経済経営研究所
6th International Conference on Economic Theory
"Endogenous Price Leadership"
2008年12月13日（土曜日） 会場：ウェスティン都ホテル京都
International Conference of Economic Research Institutes in East Asia
"Market Quality and Competition"（矢野誠教授との共同報告）
2009年3月6日（金曜日） 会場：Seoul National University
第11回ディセントラライゼィション・コンファレンス
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
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"On the Commitment Motive of the Demand for Illiquid Securities"
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8th Biennial Pacific Rim Conference, Western Economic Association International
"Endogenous Price Leadership"
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84th Annual Conference, Western Economic Association International
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"Illiquid Securities and Time-Inconsistent Preferences"
2004年6月12日（土曜日） 会場：明治学院大学白金校舎
第10回ディセントラライゼィション・コンファレンス
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 Michele Boldrin, Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka and Makoto Yano, "Chaotic Equilibrium
Dynamics in Endogenous Growth Models", Journal of Economic Theory  96, pp. 97-132, 2001.
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Tadashi Shigoka (with Kenji Miyazaki and Mitsuru Nakagawa), "An Endogenous Growth Model
and Nonstationary Sunspot Equilibria with Cointegration", presented at International Conference:
Dynamic Equilibria, Expectations and Indeterminacy, held at University of Paris 1-Pantheon-
Sorbonne, Paris in June 1999.
Tadashi Shigoka (with Kazuo Nishimura and Makoto Yano), "Sunspots and Hopf Bifurcations in
Continuous Time Endogenous Growth Models", presented at Intertempral Equilibria,
Aggregations and Sunspots: in Honor of Jean-Michel Grandmont, held at Portuguese Catholic
University, Lisbon in October 2005.
新後閑禎、"福田慎一「価格変動のマクロ経済学」" 経済研究 49, pp. 91-92, January 1998.
Tadashi Shigoka, "On the Stationary Sunspot Equilibria in a Continuous Time Model with a
Predetermined Variable and an Unstable Root", 京都大学数理解析研究所講究録 987, pp. 6-
21, April 1997.
Tadashi Shigoka, "On the Nonstationary Sunspot Equilibria Generated by an Unbounded Growth
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Equilibria in a Continuous Time Model" , presented at International Conference on Endogenous
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November 1993.
Tadashi Shigoka (with Kazuo Nishimura and Makoto Yano), "Endogenous Growth Models with
International Trade and Chaos with Large Degrees of Freedom", presented at the International
Conference on Difference Equations and Applications, held at Kyoto University, Kyoto in July
2006.
Tadashi Shigoka (with Jess Benhabib and Kazuo Nishimura), "Bifurcation and Sunspots in the
Continuous Time Equilibrium Model with Capacity Utilization", presented at the 3rd
International Conference on Economic Theory
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 Capital Income Taxation and the Current Account in a Small Open Economy, Journal of
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Royal Economic Society
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Budget Deficits and Economic Growth, with K. Futagami, Public Finance　53, 331-354,
1998/2003.
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Futagami, A. Kaneko and Y. Ono, Journal of Public Economic Theory  10, 2008, 743 - 763.
Long-Run Specialization, with Y. Ono,  Review of International Economics 15, 1-15, 2006.
The Role of Expectations in a Specialization-driven Growth Model with Endogeneous
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2006.
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Growth, Journal of Economic Behavior and Organization  30, 109-126, with K. Futagami,
1998.
International and Intergenerational Aspects of Capital Income Taxtion in an Endogenously
Growing World Economy, with Y. Iwamoto,  Review of International Economics 16, 383-299,
2008.
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Journal of International Money and Finance  24, 1261-1277, 2005.
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460, 2002.
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and K. Futagami,  International Journal of Global Environmental Issues  6, 47-72, 2006.
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かにした。上記の研究成果は、国際的専門学術誌Journal of Japanese and International 
Economies, Journal of Technology Transfer, Research Policy, Asian Economic Papers, Millennial 
Asia, Economic Inquiry, Review of International Economics に掲載（掲載決定を含む）されてい
る。 
 
【現在の研究内容】 
国際貿易を特徴づける生産工程のフラグメンテーションとアウトソーシングに伴う経済現
象が企業異質性(Heterogeneity)と市場制度によってどのような影響を受けるかを理論面、
実証面から明らかにすることによって、国際的に顕著な進展が見られるこの分野の研究を
さらに発展させる。具体的には、① 「多国籍企業の海外子会社による生産(フラグメンテ
ーション)」と「輸出」の選択に対して、市場の異質性、企業異質性がどのような影響を与
えるか② 「多国籍企業の海外子会社における生産・中間財の企業内国際取引」(intra-firm 
transaction)と「海外市場での調達・海外への生産（サービスの生産を含む）委託」(arm’
s length transaction)との選択に対して、市場の異質性、産業特性、企業異質性がどのよ
うな影響を与えるか、③ R&D における国内集中と海外展開とが企業異質性によってどのよ
うに影響されるか④ 契約条件の明示性を高める市場条件が、海外調達における「企業内取
引」と「市場取引」の選択・R&D の海外展開に対してどのような影響を与えるか、を理論
面・実証面から明らかにするとともに、⑤ 企業の多面的な国際展開（財の生産、サービス
の生産、R&D の展開）を踏まえて、企業境界を明らかにする。また、企業のグローバリゼ
ーションが雇用調整コストの高い正規雇用から雇用調整コストの低い非正規雇用へのシフ
トを促すことを理論・実証分析により明らかにする。 
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